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東京 都 品川 区 西 品川 一 丁目 1 番 1 号 事業 内 容 総合 エン タテ イン メン ト 企業 グ ルー プ の 

( 目 N 昌 BEpslli の 5 の 205) 持株 会 社 と し て 、 グ ルー プ の 経営 管理 
設立 2004 年 10 月 1 日 お よび それ に 附帯 する 業務 
資本 金 299 億 円 社員 数 /,993 名 (連結 ) 

2019 年 3 月 31 日 現在 
いい (e) 
グル ー プ 概要 





セガ サミ ー グ ルー プ は 、 幅 広い 領域 で 事業 展開 する 総合 エン タテ イン メン ト 企 業 グ ルー プ と し て 、 大 人 か ら 子 ども まで 
あら ゆる 年 代 の お 客 さ ま 、 国 内 、 海 外 の お 客 さ ま に 感 動体 験 を 創造 し 続け て いま す 。 
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主 な 事業 内 容 

パチ スロ 遊技 機 及 び ば ちん こ 遊 技 機 の 
開発 ・ 製 造 ・ 販 売 

関連 グル ー プ 企業 

SAMMY、 ロ デオ 、ELEC、SNW、JMS 


主 な 事業 内 容 主 な 事業 内 容 
デジ タル ゲー ム 、 パ ッ ケ ー ジ ゲー ム 、 ア 統合 型 リ ゾー ト (IR) 施設 や 複合 リゾ ー ト 
ミュ ー ズ メン ト 機 器 に お ける 開発 ・ 販 売 、 ア 施設 の 運営 
ミュ ー ズ メン ト 施 設 の 開発 ・ 運 営 や アニ メー 連 グ ルー プ 企 
ショ ン 映 画 の 企画 ・ 制 作 ・ 販 売 及 び 玩 具 等 2 直 
IE 国内 : PSR( そ の 他 2 社 ) 
海外 : PSS( そ の 他 1 社 ) 


(その 他 18 社 ) 
ジル シル ミ 


MIDNOMN OM 1) ED 7 トシ ィ 
TOYS、 TMS、 MARZA、 SSC( そ の 他 17 
社 、 海 外 44 社 ) 





※ 内 部 調整 売上 高 が 含ま れ て いま す 。 
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編集 方針 

セガ サミ ー ブ グループ の CSR 活 動 の 取り 組み を 様々 な ステ ー ク ホル ダー の 皆さま に 報告 し 、 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な が ら 活 動 と 情報 開示 を 
充実 させ て いく こと を 目的 と し て 発行 し て いま す 。 統合 レポ ー ト に 特に 投資 家 の 重 視 す る ESG 情 報 が 掲載 され た こと を うけ 、 2018 年 より 統 
合 レ ポー ト に 掲載 され て いな い 項 目 や CSR の 観点 で より 深く 報告 すべ き 項 目 を 掲載 する よう に し て お り ま す 。 また 社員 の VO 〇 ICE コーナ ー を 
充実 させ セガ サミ ー ブ グループ の 事業 や 取り 組み 、 働 き 方 を より 具体 的 に 感じ て いた だ ける よう に し まし た 。 


[参考 に し た ガイ ドラ イン ] [発行 時 期 ] 

GRI 「 サ ステ ナビ リティ ・ レ ポー ティ ング ・ ス タン ダー ド 2016」 2019 年 9 月 

ISO26000 (社会 的 責任 に 関す る 手引 き ) (前 回 発行 : 2018 年 9 月 、 次 回 発行 予定 : 2020 年 9 月 ) 

報 古 釣 象 男 囲 

[対象 期間 ] [対象 組織 ] 

2018 年 度 (2018 年 4 月 1 日 一 2019 年 3 月 31 日 ) セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス (株 )、 (株 ) セ ガ ホ ー ル ディ ング ス ( 主 な 事業 グル ー プ 会 社 を 含む)、 
ー 部 対象 期間 外 の 活動 も 時 期 を 明示 し て 掲載 し て いま す 。 り 思 一 6 潜 

[掲載 され て いる 略称 の 説明 ] 

( 吉 セグ メン ト ) ( 各 セ グ メ ント の 主要 企業 ) 


遊遊 技 機 事 業 、E= エ ンタ テイ ン メ ント コン テン ツ SSHD: セ ガサ ミー ホー ルディ ング ス ( 株 )、SHD: (株 ) セガ ホー ルディ ング ス 、SAMMY : サ ミー 
== ほ き 、 19ー リ リル 二 語 ミク ルー ンー 区 ウー ボー (株 )、TOYS : (株 ) セ ガト イズ 、 TMS : (株 ) トムス ・ エ ンタ テイ ン メ ント 、SNW : (株 ) サミ ー ネ ッ 
シタ (ーー シク クラ リシン シッ ント 語 | クラ ョ ンク の ニク PSRO の EE ニッ クッ 200 に (人 RS EN シク の 0 クン ント SIG (26 
= まき 、 pspes の リッ ツー ト = 侍 リジン シラ クシ リク ら SG 6 (20 2 クー バス トック く (2 クス ョ le 2 ここ ルッ ツク 
2 記 ら DPDB ZNUE2S 目 ラ スク ク (g 二 2 IA2 クリ レシ AS Sa 

アニ メー ショ ンプ ラ ネ ッ ト ( 株 )、JMS : ジェ イエ ム エ ス ・ ユ ナイ テッ ド ( 株 )、OP : (株 ) オ アシ スパ ー 

ー 部 、 そ の 他 の グル ー プ 会 社 も 対象 組織 に 含ま れる ク 、 銀座 : (株 ) 銀座 、 ロデオ : (株 ) ロデオ 、SSC : セガ サミ ー ク リエ イシ ョ ン (株 )、BTF : (株 ) バ 
活動 が あり ます 。 クウラ (IS や DU ハック (スー 、 55 地 売 時 人 き 二 当 ル アク ョ ター リン ルク トド (の 


※ 所 属 ・ 肩 書 は 取材 当時 の も の で す 。 JNEXT : ジェ エイ ・ ネ クス ト ( 株 ) 


ー マ ン ス デ ー タ (連結 ) 





人 @ 女性 管理 職 者 数 ・ 管 理 職 比 率 * 
画 女性 管理 職 者 数 ( 左 軸 ) -@- 女性 管理 職 比率 ( 右 電 ) 





(名 ) (⑳) 
20iee eausanamussnepsasgasa saas 12 
102 

に ニラ ララ ee --- 19 

90 思 還 

。6.7 

60 ト |---- 議 証 <-、 _ 革 ーー-|e 

計 。 
30 ト ---- 置 較 ----] ーー 症 較 ----|3 
1 0 0 
2016 。 2017 2018 (年 席 ) 2016 2017 2018 (年 度 ) 2016 。 2017 2018 (年 席 ) 





育児 休業 取得 者 数 ・ 復 職 率 *「 呈 労働 安全 衛生 所 CO> 総 排出 量 *^ 
teCO 
- 人 ひ - 育 児 休業 人 職 率 ( 男 性 ) (石井) - 島 - 育児 休業 復職 率 (女性 ) ( 朝 ] 内 際 ひみ ご = ミミ 
画 育 上 休業 取 得 者 数 (男性 ) (た 二 ) 軒 育 上 休業 取得 者 教 (女性 ) (た 電 ) 
120.000 上 上 - ---------ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
う 5,55/ 93, 852 91.697 
90.000| - - 較 較 ---- 王 較 ---- 還 |------- 
60.000| - - 軸 詞 | - - - - ーー-- 較 較 較 ------- 
30.000 ト - - 軸 詞 | - - - - ーー-- 較 較 較 ------- 
0 0 0.00 0 
2016 2017 2018 (年 度 ) 2016 2017 2018 (年度 ) 2016 2017 2018 (年 度 ) 





※ 1 社会 性 デー タ に つい て は 、 対 象 範囲 ・ 集 計 方 法 を 一 部 変更 し て いま す 。 詳し く は P.39 を 参照 くだ さい 
※2 環境 デー タ の 集計 方 法 と 対象 範囲 に つい て は 、P.45 を 参照 くだ さい 。 
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TOP MESSAGE 





感動 体験 を 創造 し 続け る 時 新 者 


成 吾 し た 社会 に と っ て 、 エ ンタ テイ ン メ ント は 必要 不可 欠 
も の です 。 公 罰 サミ ニー クルー ラク ルー ラッ ソン ョ ン ッ で ある 
[感動 体験 を 創造 し 続け る 一 社会 を も っ と 元気 に 、 カ ラフ ル に 。 
| を 実現 する た め 、80 を 超え る グル ー プ 会 社 が 一 丸 と な り 事 
業 を 展開 し て いま す 。 

テク ノロ ジー の 飛躍 的 な 進歩 に よる 情報 社会 の 高度 な 発 
展 は 、 エ ンタ テイ ン メ ント 業界 に 遊び の 多様 化 を も た らし 
(し 6 

業界 の 垣根 を 越え て 競争 が 激化 する 中 で 、 社 会 の 期待 を 超え 
る 価値 を 提供 する た め に は 、 遊 技 機 ・ エ ンタ テイ ン メ ント コン 
テン ツ ・ リ ゾー ト の 各 事 業 が 業界 に お ける 「 革 新 者 ] と な り 、 
変化 を 恐れ ず 改 革 を 続け てい く 必 要 が あり ます 。 

時 代 に あっ た 良質 な エン タテ イン メン ト は 、 あ ら ゆ る 人 に 喜 
び や 勇 気 と いっ た 感動 体験 を 提供 する も の と 信じ 、 当 社 グ ルー 
プ で は 、 社 員 の 意識 改革 に も 取り 組み 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創出 
を 図 つ て いま す 。 


人 財 交 流 が 生む 新た な 価値 


2018 年 8 月 、 本 社 機能 を 集約 し 、 こ れ ま で 東京 近郊 に 点 在 
し て いた グル ー プ 会 社 20 社 、 約 6.500 人 の 社員 を 大 崎 の 新 オ 
フィ ス に 集め まし た 。 各 グル ー プ 会 社 が 持つ 文化 を 融合 し 、 セ 
ガサ ミー グル ー ア と し て の 文化 を 醸成 し た だ い 考 え で す 。 ま た 、 
経営 効率 の 向上 や グル ー プ 会 社 間 の 人 財 交 流 の 活性 化 に よる 連 
携 強 化 、 シ ナジ ー の 創出 を 狙い と し て お り 、 本 社 機能 が 集約 さ 
れ た こと で 、 さ ら な る 成長 に つなが る こと を 期待 し て いま す 。 

グル ー ブ プ 各 社 の 管理 部 門 は 、 担 当 部 署 ご と に 同じ デス ク で 
仕事 を し て いる ほか 、 各 社 の 部 長 ・ 役 員 は 、 私 を 往 め 今 ま で 
以上 に 活発 な 情報 交換 を 行っ て いま す 。 ま た 社員 食堂 は 、 夜 
間 は パー と し て も 利用 可能 な た め 、 社 員 が リラ ックス し た 雰 
囲 気 で 仕事 の 話 を する 機会 も 生ま れ て いま す 。 こ うし た 各社 、 
各層 で の さま ざま な 形 の 交流 は 新しい アイ デア を 生み 、 ま た 
既存 ビジ ネス の 成長 を 促し ます 。 こ うし た 相互 理解 の 推進 と 
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総合 エン タテ イン メン ト 
正 業 が 果たす 
社会 的 責任 と 社会 貢献 の 形 


セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 株 式 会 社 
代表 取締 役 会 長 グ ルー プ CEO 


里見 治 


(で だ Mel 較 ョ EWIHint=》 


グル ー プ の 一 体感 醸成 に よっ て 、 強 固 な 人 財 ・ 事 業 の 基盤 を 
固め て いき ます 。 

さら に 、 社 員 個人 が 持つ 能力 の 向上 や 自己 実現 が 業務 の 創造 
性 や 生産 性 の 向上 に つなが る と 考え 、2018 年 4 月 か ら 副 業 を 
解禁 し まし た 。 こ れ ま で と は ちがう 視野 で 自身 の 世界 を 広げ 、 
「 革 新 者 ] と し て 当社 グル ー プ の 価値 向上 に 寄与 する こと を 期 
等 し て いま す 。 


社会 と と も に 持続 可能 な 発展 を 目指 す 


日 本 の 新た な 産業 と し て 期待 され る 統合 型 リ ゾー ト (IR) 事 
業 の 実現 に 注力 し て いま す 。 ホ テル や 商業 施設 、 レ スト ラン 、 
劇場 、 コ ン ベ ン ショ ン 施 設 、 カ ジノ な どか ら な る IR を 実現 
する こと は 、 新 た な 雇用 の 創出 、 イ ン パ ウン ド の 増加 に 伴う 
国内 ・ 地 域 経済 の 活性 化 と 財政 の 改善 、 国 際 競 争 力 の 強化 と 
いっ た 、 さ ま ざ ま な 好 影 響 を 生み ます 。 日 本 企業 で ある 私 た 
ち が IR 事 業 を 手がけ 、 国 内 の 産業 力 強 化 に つなげ る た め 、 参 
入 に 向け た 最大 の 努力 を 続け て いき ます 。 

一 方 で 、 カ ジノ は ギャ ンプ ブル 依 存 症 を 増加 させ る の で は 
な いか と の 社会 的 課題 が 懸念 され て いま す が 、 こ うし た 課 
題 に つい て も し っ か り と 向き 合う こと が 事業 者 の 責務 で す 。 
2018 年 か ら 、 ギ ャ ンプ ブル 依 存 症 発症 の メカ ニズム 解明 に 向 
けた 共同 研究 を 京都 大 学 と 開始 し まし た 。 海外 カ ジノ 施設 に 
お ける プレ イデ ー タ を 分 析 し 、 危 険 な 賭け に 至る 前 の 兆候 を 
明らか に し ます 。 国 内 IR 事 業者 と な っ た 際 に も 、 こ の 結果 を 
活用 し 、 ギ ャ ンプ ブル 依 存 症 の 発症 ・ 進 行 ・ 再 発 の 防止 策 を 講 
いて いき ます 。 

国連 に よっ て 「 持 続 可 能 な 開発 目標 (SDGs)」 が 採択 され 
た こと か ら 、 昨 今 、 企 業 に は 社会 的 責任 を 果たし 、 持 続 可能 
な 社会 の 実現 に 貢献 する こと が 求め られ て いま す 。 こ うし た 
要請 を 踏ま え 、 自 社 の 事業 が 社会 に どう 捉え られ 、 ま た どの 
よう に 発展 する こと が 社会 貢献 に 寄与 する こと に な る の か と 
いう 視点 を 持た な けれ ば な り ま せん 。 そ の 上 で 社員 一 人 ひと 
り が 、 世 界 に 誇れる エン タデ イン メン ト 企 業 と な る こと を 目 
指し 、 グ ルー ラー 丸 と な っ つて 人 ん で いき ます 。 


持続 可能 な 下 業 と し て 


| 王道 」 の 歩み で 目指 す 
責任 と 覚 情 





セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 株 式 会 社 
代表 取締 役 社長 グル ー プ COO 


里見 治 紀 
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[ 正 」 の 感動 体験 と と も に 「 負 ] と 向き 合う 


2019 年 5 月 、 世 界 保健 機関 (WHO) が 、 オ ン ラ イン ゲー ム 
な ど へ の 過度 な の め り 込 み に よ り 、 生 活 や 健康 に 深刻 な 影響 
が 出 た 状態 を 「 ゲ ー ム 障害 」 (ゲー ム 依 存 症 ) と 呼び 、 精 神 疾患 
に 位置 付け る こと を 正式 決定 し まし た 。 ぱ ば ちんこ ・ パ チ ス ロ 、 
カジ ノ に お いて も 依存 症 を 問題 視 す る 見 方 が あり ます 。 し か 
し 、 私 の 持っ て いる 「 エ ンタ テイ ン メ ント に は 、 人 々 に 日 々 
の 生き る 活力 を 与え る 力 が ある 」 と いう 信念 に 変わ り は あり 
表 避 ん 。 

エン タテ イン メン ト が 社会 に 与え る 「 負 ] の 側面 に は 、 真 正 
面 か ら 向 き 合い 、 真 静 な 姿勢 で 対応 を 進め て いか な けれ ば な り 
ませ ん 。 し か し 同時 に 、 「 正 ]】 と し て の [感動 体験 ]、 すなわち 、 
お 客 さ ま の 期待 以上 の 価値 を 提供 し て いく こと を 続け れ ば 、 
Mission で 掲げ る 「 社 会 を も っ と 元気 に 、 カ ラフ ル に 。]| の 実 
現 が 可能 だ と 考え て いま す 。 こ の 両輪 に よっ て 私 た ち が 社 会 に 
[必要 と され る 存在 ] と し て 求め 続け られ る こと が で きる と 信 
そい ます 。 

こう し た 考え 方 は 、「 世 間 か ら 後 ろ 指 を 指 ご ぐさ れ る よう な 振る 
舞い を せ ず 、 た と え 遠 回 り だ と し て も 、 長期 的 な 利益 を 追求 し 、 
[王道 】 を 歩い て いく ] と いう 姿勢 の 当 グ ルー プ が 、 持 続 可 能 
な 企業 と し て 歩み を 進め る 確 回 た る 道筋 と な り ま す 。 


責 仕 と 覚悟 を 持ち 、 社会 に 貢献 


当 グ ルー プ が 進め る 国内 IR 事 業 へ の 取り 組み は 、 グ ルー プ 
が 長期 持続 的 な 発展 を 実現 し て いく た め の 挑 戦 で る る と と も 
に 、IR に よる 日 本 の 産業 創出 と 経済 の 活性 化 を 目指 すこ と で も 
あり 、 社 会 的 に 大 き な 意 義 を 伴い ます 。 

こう し た こと か ら 当 グル ー プ は 、「 責 任 と 覚悟 ] を 持っ て 取 
り 組み を 進め て いま す 。 例 えば 、2017 年 の 米国 ネバ ダ 州 に 
お ける ゲー ミン グ 機 器 製造 ・ 販 売 ラ イセ ンス の 取得 で は 、 当 
グル ー プ の 清廉 性 を 認め て いた だ く た め 、 財 務 ・ 税 務 情 報 と 
と も に 調査 対象 と な る 役員 個人 の 資産 も すべ て 開示 し まし た 。 
また 、「 ギ ャ ンプ ブル 依 存 症 ] 対策 で は 、 多 く の 企 業 が 「 回 復 」 














に 対す る アプ ロー チ を 行っ て いる の に 対し て 、 世 界 初 と な る 
[予防 ] を コン セプト に 京都 大 学 と の 産学 共同 研究 を 進め て い 
まぁ 

思い 返せ ば 、 当 グル ー プ の 国内 IR 事 業 へ の 挑戦 は 2012 年 、 
日 本 有数 の 複合 施設 を 運営 する フェ ニッ クス リゾ ー ト (株 ) の 
株 式 取得 か ら 始ま り ま し た 。2017 年 に 韓国 初 の 本 格 的 IR 施 
設 「 パ ラダ イス シテ ィ 」 を 開業 、 カ ジノ と ホテ ル を オー プン し 、 
2019 年 まあ 。 ショ ッ ピ ンク モー ル や スパ リ 。、 エン クタ ティ イン メッ 
ト 施 設 な ど を 備え た 真 の IR 施 設 と な り 、 オ ー プ ン 以 来 、 国 内 
外 の 多く の お 客 さ ま か ら 高い 評価 を いた だ いて いま す 。 

当 グ ルー プ は 、IR 施 設 を 運営 する 世界 の 名 だ た る オペ レー タ 
と 同じ 立場 に 立つ こと が で きる 力 を 有する 唯一 の 日 本 企業 だ と 
自負 し て いま す 。 こ れ か ら も 私 た ち が 果 た すべ き 責 任 に 覚悟 を 
も っ て 取り 組み 、 日 本 に お ける IR の 事業 化 に 向け た 準備 を 進 
め て いき ます 。 


エン タテ イン メン ト の 力 で 社会 的 要請 に 応え る 


当 グ ルー プ の 事業 が 社会 に 以 ぼ す イ ン パ クト を 低減 する た 
め の 努 力 は 、 こ れ だ け で は あり ませ ん 。 サ プラ イチ ェ ー ン 上 
の 児童 労働 ・ 強 制 労働 の 根絶 に 向け た 取り 組み や 、 含 有 化 学 
物質 の 管理 徹底 、 さ ら に 社会 的 価値 と 経済 的 価値 の 両立 を 実 
現す る 取り 組み と いえ る 遊技 機 事業 の リユース な ども 進め て 
いま す 。 

これ まで 以上 に 、 エ ンタ テイ ン メ ント 企業 と し て の 責任 が 問 
われ て いる いま 、「 必 要 と され る 存在 ] と し て 求め 続け られ る 
た め に 何 を する べき か 。SDGs を は じ め と する 社会 的 要請 へ の 
対応 を 、 成 長 機会 へ の 施策 に 組み 込ん で いき た いと 考え て いま 
す 。 例 えば 、 超 少子 高齢 化 社会 と いっ た 課題 に は 、 エ ンタ テイ 
ン メ ント の 力 で 活力 を 提供 し 、 解 決 に 役立て る と いっ た 、 本 業 
を 通じ た 貢献 を 行う こと が で きま す 。 

セガ サミ ー グ ルー プ は 、 こ れ か ら も 「 王 道 ] を 歩み 、「 感 動 
体験 ] を 持続 的 に 世の中 に 提供 し 続け て いき ます 。 そ の た め 
に も 一 人 ひと り が 課題 を 真 軸 に 認識 し 、 そ の 解決 に 危機 感 を 
持っ て 臨ん で いき ます 。 
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' 特集 : セガ サミ ー グ ルー プ の 「 ダ イ バ パー シテ ィ 経 営 ] ダ イア ログ 


多様 性 を [当たり 前 」 に 変え 、 


誰 も が 笑顔 ほな れる 社会 の 実現 日 指 す 


セガ サミ ー ブ グループ は 
ダイ パー シテ ィ 経 営 の 推進 を 
重要 課題 と 捉え 、「 グ ルー プ CSR 憲 章 ] や 
[グル ー プ 行動 規範 ] に お いて も 
真 撃 に 取り 組む こと を 掲げ て いま す 。 
多様 な 人 財 が それ ぞ れ の 力 を 最大 限 に 発揮 し 、 
お 客 さ ま が 望 む 以 上 の 感動 体験 を 
凡 造 し 続け る た め に 必要 な こと は 何 か 。 
里見 治 紀 代 表 取 締 役 社長 グル ー プ COO と 、 
それ ぞ れ 異な る パッ ク グ ラウ ンド を 持つ 
社員 5 人 と 意見 を 交わ し まし た 。 


多様 な 発想 ・ 意 見 を 出し や すぐ する 
環境 づく り を 目指 し て 


ーー ダイ バー シテ ィ に 関し て 、 今 後 会 社 に 期待 する こと は 
田畑 第 2 子 出産 に 際 し 、 テ レ 
ワー ク を 利用 し まし た 。 家族 と 
の 時 間 が 増え 、 実 に あり が た しい 制 
度 だ と 実感 し まし た 。 通勤 に あ 
て る 時 間 が な く な る だ け で も 疲 
れ が 軽減 し 、 作 業 効 率 も 上 が り ま 
し 志 。 れれ ど | ちゃ ん と 信 当 し て 
いる の か | と 思わ れ な いか な ど と 
いっ た 不安 か ら 、 利用 し に ぐい 
と 感じ て いる 方 も いる よう で す 。 
そう いっ た 雰 囲 等 を 払 し ょ くし 、 
誰 も が 気軽 に 利用 で きる よう に 
な れ ば と 期待 し て いま す 。 





田畑 久 昭 
(Tabata, Tomoaki) 
2019 人 年 5 月 に 第 2 子 
トナ オー の 里帰り 出 
週間 ほど テレ ワー ク 






酒井 私 や 私 より 上 の 世代 は 「 女 性 は 家庭 ] と いう と ころ が 
あっ て 、 こ れ ま で は 社内 で も 「 女 性 活躍 | と いう チャ ンス が 少 
な か っ た よう に 感じ ます 。 今後 は 子育て な ど 時 間 の 制約 が ある 
中 で 成果 を 出し て いる 人 を 評価 する 仕組 み が 、 も っ と 増え て く 
れれ ば 嬉し いで すね 。 
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さま ざさ まな 取り 組み や 制度 の 推進 
22 の 

@ | セガ サミ ー そ ら も り 保 育 園 」 の 開園 

@ LGBT 支援 制度 や 設備 の 導入 

@ | 護 休 業 制度 の さら な る 拡充 検討 
























江川 今 ほ ど LGBT で き 

ど 前 、20 代 前 半 の ころ は 、 つ らい 経 駿 
人 侍 完 の 9 / フ ラン ノン ン ん こ I で 玉 
化 や 人 の 多様 性 を 学び まし た 。 

人 福 時 居 衝 ミン ノア ウト し て い 
ます が 、2 年 前 に 帰任 し た 際 、 う 
まく や っ て いけ る の か 不安 は あ 

り ま し た 。 け れ ど 、 若 い 世 代 を 
中 心 に 取り 巻く 空気 が 変わ っ た 
こと を 強く 感じ まし た 。 貞 


セガ サミ ー ホ ー ル デ 
グル ー プ 総務 統括 


江川 徳 義 
(Egawa, Tokugi) 


幼少 期 は LGBT で ある こと に 悩 


押川 以前 は 障がい が ある 方 に 
対し て 「 こ の 仕事 は で き な い 」 
と 、 先 入 観 か ら 業 務 内 容 を 制限 
する 風潮 が あり まし た 。 し か し 、 語 計 還 還 = 
実際 に 作業 に 取り 組ん で も ら う 62ce 

を つい うだ と と あく 、 衣 

の 高い 方 も 多く いま す 。 男性 だ か ら 女性 だ か ら 障がい が ある か 
ら で は な く 、 本 当 に 能力 の ある 方 が 評価 され る よう に な っ た と 
感じ て いま す 。 


デビ ッ ド 新入 社員 と し て 実感 し た こと を お 話し し ます 。 就職 
活動 時 は 海外 在住 だ っ た の で す が 、 採 用 面接 の や り 取 り は 最初 
か ら メ ー ル や ビデ オ 通 話 ア プリ を 使う な ど 、 と て も フレ キシ プ ブ 
ル に 対応 し て いた だ きま し た 。 米国 ・ 欧 州 か ら の 中 途 採 用 も 多 
く 、 多 様 な 人 財 が 集まっ て いる と 感じ ます 。 自 分 自身 も 含め 
て 、 さ ま ざ ま な 人 に と っ て 働き や すい 環境 だ と 思い ます 。 









里見 世間 的 に テレ ワー ク を し た ら 生 産 性 が 落ち る 、 育 児 中 の 
女性 や 障がい が ある 方 に は 一 定 程度 の 仕事 し か 任せ られ な い 、 
外国 人 採用 に 不安 が ある な どの 考 
a9 ま の て も りり ます 9 。 ま た だ た 、EOBI 
に 対す る 正しい 理解 が 進ん で いる 
と は いい が た い 状 況 で す 。 女 性 活 
躍 も 障がい 者 雇用 も 法定 数 値 を 
上 げ る こと が 目標 で な く 、 誰 も が 
[働き 続け た い ] と 思え る 職場 に す 
る こと が 重要 で す 。 
4 LGBT に 関し て 言え ば 、 社 を 挙げ 
里見 治 紀 | て サポ ボート する こと を 対外 的 に 宣 
言 し て いま すし 、 全 後 も 積極 的 に 

LGBT を 支援 する 行動 を 進め て いき ます 。 

また 、 超 少子 高齢 化 が 進む 中 、 今 後 は セガ サミ ー グ ルー プ に 
お いて も 介護 を 理由 と し た 休職 ・ 退 職 が 増 思 する と 考え られ ま 
す 。 そ し て 、 そ の 間 題 に は 、 男 性 の 育児 休業 取得 が 役立つ と 考 
えて いま す 。 男 性 社員 に は 数 日 だ け 休 ん で パー トナ ー を 休ま せ 
る 、 と いう の で は な く 、 柄 極 的 に 育児 に 参加 し 、 子 ども や パー 
トナ ー と 良好 な 関係 を 築い て ほし いと 思い ます 。 良好 な 家族 関 
係 が あれ ば 、 介 護 が 必要 に な っ た 際 に も 理解 や 協力 も 得 ら れ や 
すく な り 、 四 重 な 人 財 の 流出 を 防げ る の で は な いで し ょ うか 。 
多様 な 社員 が 多様 な 働き 方 で 活躍 し て いる 環境 で は 新しい 発 
想 や 意見 が 出 や すい も の で す 。 そ の よう な 環境 づく り が 会 社 の 
に G つ おび の か り ます 。 






「 ダ イ バ ー シ ティ に 先進 的 に 取り 組む 企業 ]」 を 目指 し て 


ーー セガ サミ ー ブ グル ー プ の 一 貞 と し て 、 
今後 ダイ パー シテ ィ と どう 向き 合っ て いき ます か 

田畑 本 日 参加 し て 「 ダ イ バ パー シテ ィ 」] は 身近 な も の だ と 感じ 
まし た 。 子育て な ど で 特 定 の 曜日 は 早く 帰ら な いと いけ な いと 
か 、 体 調 が 悪く て 休み が ち だ と か 、 さ ま ざ ま な 境遇 の 社員 が い 
ます 。 そ うい う 中 で 自分 た ち が 、 あ る い は チー ム と し て で きる 
こと は な ん だ ろう と 考え 、 互 い を 尊重 し 、 理 解す る こと は 重要 
だ と 改め て 感じ まし た 。 


間 MU| お ガサ ミー クル ルー の 貞 と な っ て の ら 、 ト ソノ が 二 用 
的 に 現場 を 訪れ 、 社 員 と 直接 触れ 合う 機会 が 増え た こと で 、 社 
員 が 以前 に も 増し て いき いき と 
働い て くれ て いる と 感じ て いま 
す 。 彼ら に は 彼ら の 普段 の 生活 
が あり 、 そ れ を し っ つかり 守っ て 
いけ る よう 、 会社 と し て も ケア 
を し て いき た いで す 。 





酒井 | 意見 の 多様 性 ] を 受け 入 
れ て 、 い ろ い ろ な 考え の 中 で 最終 ポー ト (株 ) 
的 に こう し よう 、 と いう 意見 を 正 所 長 

ー 品 ] 寺 パ 到 ラキ ギー 押川 | 敏治 
上 国生 6 (Oshikawa, Toshiharu) 
し と 思い いま す 。 | 女性] を 強調 全 従 業 員 30 名 中 14 名 が 重度 の 
し まし た が 、 今 以上 に 女性 も 男性 
も 関係 な く 、 自 分 が 望む ライ フス 











知 的 障がい 者 が 働く 特例 
の 責任 者 と し て 、 場 を 束 


タイ ル や キャ リア が 選択 で きる 
会 社 で あっ て ほし いと 思い ます 。 


江川 カミ ング アウ ト を し た 当 
時 は 恐怖 心 も や あり まし た が 、 今 
は 社会 も 会 社 も 、LGBT を は じ め 
と する 多様 な 価値 観 を 受け 入れ 
る 風土 づく り が で き て きた と 感 本 

じ て い ます 。 あ と は 私 自身 が 自 各 | 
分 を 強く 持っ て 活躍 し て いか な 漏 井 円 
けれ ば な ら な い 、 と いう 気持 ち 半 半 旨 較 
が 今 まで 以上 に 強く な り ま し た 。 識 半 | の a 且 と し て 


\ 学 1 年 生 の 母親 と し て 
中 








デビ ッ ド 同期 同士 の 会 議 で も 自 
分 の 発想 は みん な と 少し 違っ て い 
人 きど 言わ れる ご ど と も ある の で す 
が 、 きょう の 話 の 中 で その | ズレ 」 
こそ が 新しい 力 を 生 お むと いう こと 
を 改め て 感じ まし た 。 考 え 方 の 個 
性 を 妨 れ ず 、 空 気 を 壊し て で も 、 
少し ずつ 新しい 風 を 吹き 込ん で い 
だ らら と 思い ます 9 


(株 ) セガ ゲー ム ス 運営 間 


カス テ ジ ャ ノ ス アナ ヤ 
デビ ピッド ケン 
(Castellanos Anaya 


里見 私 も や サンフランシスコ で 働 


David Ken) いて いた こと が あり ます が 、 ア メ 
2019 年 度 新人 社 員 。 日 本 生ま れ 、 リカ で は 、 さ ま ざ ま な 人 が いる の 
米国 育ち 。 日 米 の 生活 で 







が 当たり 前 で 、 そ れ を 多様 だ と は 
験 を 持つ 思っ て いま せん 。 セ ガサ ミー グ 
ルー プ の 目指 す ダ シテ ィ と は 、 今 現在 に お いて 「 多 様 だ 」 
と いわ れ て いる も の を 、 将 来 的 に [当たり前] の 状態 に 変え て 
いく こと 、 す な わ ち 「 今 の 非常 識 を 将来 の 当たり 前 に 変え て い 
KU の の GU 

人 は その 場 の 空気 や 雰囲気 に 支配 され が ち で す 。 私 の 役目 は 
その 空気 を あえ て 読ま ず に 打破 し 、 社 員 の みな さん を 導い て い 
く こ と で す 。 5 年 後 、10 年 後 を 振り 返っ た と き 、 劇 的 に 会 社 
が 秋 あ っ た と 思っ て も や もら える よう | タイ リー ン テ ィ に 和伸 的 
取り 組む 企業 ] を 目指 し て いき ます 。 そ の うえ で 、 総 合 エ ンタ 
テイ ン メ ント 企業 な ら で は の 感動 体験 を 生み 出し 、 誰 も が 笑顔 
に な れる 社会 を 実現 し ます 。 


クウ Fe2UUC OS 
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の サミ _ 東日本 大 震 災 発生 直後 か ら 、 セ ガサ ミー グ 
を 届け る ! 反 クル こっ め / ルー プ は 様々 な か た ち で 継続 的 に 被災 地 支 


ノ 援 を 行っ て きま し た 。 変わ り ゆ く 被 災 地 の 
復興 支援 7 
プー や / 


支援 ニー ズ に エン タテ イン メン ト の 力 で 応 
える べく 、 こ れ か ら も 感動 体験 を 届け る 活 
彼 災 地 応援 イベ ント & 
社員 ボラ ンティア 


動 を 続け て いき ます 。 
2018 年 度 は 宮城 県 南 三陸 町 、 東 松島 市 、 女 川町 、 セ ヶ 
浜町 に て 、 イ ベン ト 出 店 を 実施 。 イ ベン ト で は 、「 ス マー ト 
Ns リョ ン Pe III2 全 時 他人 遇 川 あ 5 ク 
ジン 2=9 ん NIIUIEO に 2 の av IA ジン (ニン 2 ン 4 ノシ 
ウド スマ ニニ ド ボル 作り 教室 旧 画 グラ ミン グ 教室 | な 
gg クル 全 の の 0 の る 店 用 則 選 旋 渦 是 二 衣 圭 
の ほか 、 社 員 に よる 「 創 作 綿 あ め 」 を 用 意 し 、 、 多く の 方 々 
違 楽し の jcU た 全 さ まし ま 居 9 月 に は ・ 東 北 楽 大 
和音 
YS 
を 、12 月 に は リオ デジ ャ ネイ ロ オ リン ピッ ク メ ダ リス ト 松 
田 丈 志 氏 と と も に 「 水 泳 教 室 | を 七 ヶ 浜町 、 東 松島 市 に て 
開催 し まし た 。 





3 三 (2011 年 3 月 一 2019 年 3 月 まで ) 


に 4 だ お 社員 ボラ ンティア 活動 & 応 援 イ ベン ト 
回 数 参加 人 数 来場 者 数 


9 人 4 困 1494』 1.157。 。29,732。 


(セカ サミー クル ー プ ブ ヨー ナー 
遊技 者 数 ) 


【 地 方 創 生 in 七ヶ浜 町 】 
ミー( 株 ) PC サウ ンド 研究 開発 部 
中 村 仁 (Nakamura, Hitosh) 


七ヶ浜 町 の 町 長 、 政 策 課 、 観 光 協 会 の 方 か ら 現状 や これ まで の 
取り 組み を 聞か せ て いた だ き 、 葛 蒲田 浜 海水 浴場 を は じ め 、 周 辺 
を 見 学 し まし た 。 葛 蒲田 浜 の 防潮 堤 の 上 を 歩い た 時 は 本 当 に 気持 
ち 良 く 、 眺 め 、 風 、 空 気 感 は 格別 で し た 。 

普段 は ば ちん この サウ ンド 制作 や 各種 ディ レク ショ ン な ど を メイ 
ン に 業務 を 行っ て お り 、 企 画 的 要素 が 求め られ る 今回 、 自 分 に 何 が 
で きる の が 疑問 に 思い な が ら も 、 自 分 な り の 、 そ し て 同じ グル ー プ 
に な っ た メン バー と アイ デア を 絞っ て 協力 し 、 限 られ た 時 間 の 中 で 
RUEEOOSSAKG SM 
回 提案 し た 場所 が 数 年 後 
6 

、 ま た 七ヶ浜 町 を 訪れ た 
販 下 Mi 





【 お な が わ 秋 刀 魚 収 獲 祭 2018】 
(株 ) セガ ゲー ム ス 営業 管理 部 織田 葉子 (Oda, Yoko) 





当日 は UFO キ ャ ッ チ ャ ー の アテ ンド を 担当 し まし た 。 小 雨 が 降っ て いた こと も あり 、 あ まり お 客 さ ま が 
いら っ しゃ ら な い の か と 思い まし た が 、 始 まっ て すぐ に お 客 さ まがい ら つ し ゃ り 、 そ れ 以 降 は 油 に 10 メ ー ト 
ル 程度 の 行列 に な り ま し た 。 ア テン ド 中 、 お 客 さ ま の 景品 が 取れ る まで の ドキ ドキ 、 取 れ た 瞬間 の 喜び が 伝 
わり 、 自 分 が 昔 、 セ ガサ ミー の エン タテ イン メン ト に 触れ て 感じ た 楽し さ を 思 い 出 し まし た 。 印象 に 残っ て 





いる の は 、 親 子 で いら つ し ゃ っ た お 母 さ ま か ら 「 子 ども が UF 〇 キャッチャー を 好き に な っ た 」] と いう お 言 【 セ ガサ ミー グル ー プ 
還 -、 , = 一 _。 葉 で 、 セ ガサ ミー の ファ ン を 増やせ た こと が 大 変 嬉し く 感 じ ら れ まし た 。 [野球 教室 | with 斎 藤 隆 】 

また 、 グ ルー プ 内 の ほか の 会 社 の 方 と も 交流 が で き 、 セ ガサ ミー グル ー (株 ) セ ガト イズ 

プ と し て の 一 体感 が だ 感じ られ た と て も 価値 の ある イベ ント で し た 。 国内 営業 本 部 


大 月 将 平 (Otsuki, Syohe) 


東日本 大 震 災 か ら 7 年 。 津波 で 甚大 な 被害 を 受け た 宮城 県 女川 町 に うか が いま し た 。 駅 前 な ど 
は 整備 が 進み 、 街 並み は 綺麗 に な っ て いる と は いえ 、 ま だ 所 々 で 震 災 の 爪痕 が 残っ て いま し た 。 
そん な 中 、 「 セ ガサ ミー グル ー プ [野球 教室 | with 斎 藤 隆 ] に セガ サミ ー 野 球 部 OB と し て 参加 し 、 
貴重 な 経験 を させ て いた だ きま し た 。 野球 教室 に 参加 し て くれ 
た 中 学生 の 皆さん が 元気 に 野球 に 取り 組む 姿勢 を 見 て 、 逆 に 私 
が 元気 を も らい まし た 。 教室 の 最後 に 「 何 も 挫折 も な く 育 っ た 
人 間 よ り 、 何 か 挫折 を 味わっ て 苦し い 思 い を し て きた 人 間 の 方 

人 | が 絶対 に 強い 」 と 斎藤 隆 さん が 仰っ て いま し た 。 私 自身 も この 
OTN ia 言葉 を 胸 に 刻ん で 生き て いき た いと 思い まし た 。 


3 12 
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【 南 三陸 町 産業 フェ ア 2018】 
(株 ) セガ エン タテ イン メン ト 


【 七 ヶ 浜町 生涯 学習 フェ ステ ィ バ ル 2019】 
(株 ) セガ ゲー ム ス エン タテ イン メン トコ ン テ ン ツ 事 業 本 部 人 
瀬上 純 (Senoue, Jun) 何 か 社 会 に 貢献 し た 


いと 考え て も 、 自 分 1 
人 の 力 で は な か な か が 実 
行 に 移し に くい の で す 
が 、 こ の よう な 活動 を 


イベ ント 運営 に 関し て は 、 事 前 準備 の 段階 か ら 参加 者 全員 が 率先 
し て 積極 的 に 声 を 掛け 合い つつ 進行 し 、 当 日 も 、 楽 し く 居 心地 の 良 
い 空 間 を 生み 出 そ う と 、 ど の 場所 に お いて も スタ ッ フ と 来場 者 が 会 
話 を 交わ し て いる よう な 和気あいあい と し た 雰 囲 先 の 中 、 あ っ と い 





う 間 に 時 間 が 週 ぎました 。 未 就学 児 の 小さ な お 子 様 か ら 、 お 孫 さん 0 
と 一 緒 に 来場 され る 年 配 の 方 まで 、 幅 広い 年 齢 訂 の お 客 さま を も て る の で 、 非常 に や りや 
すい と 実感 し まし た 。 





な そう と いう スタ ッ フ の 熱量 は 、 
来場 され た お 客 さ ま に も 伝わっ た 

と 思い ます 。 今後 も グルー プ メ ン 
バー と の 活動 を 通じ て 、 各 々 の 
フィ ー ル ド に 持ち 帰る こと が で き 
る 経験 を 積み た いと 感じ まし た 。 










っ の 3 うこ rs EE 


自分 自身 が や っ て きた 人 を 喜ば せる た め の ノ ウ ハ ウ を 存 
分 に 発揮 し 、 そ の こと で 地域 の 人 た ち が 笑 顔 に な っ て 喜 
ん で いた だ く 。 ボ ラン ティ ア の テー マ は 被災 地 の あ ら ゆ 
る 方 に “感動 体験 を 届け る " こと で す が 、 そ の 感動 体験 は 
地域 の 人 に 届け る だ け で な く 、 地 域 の 人 か ら 上 自分 自身 に 
も 共有 され る も の だ と 感じ まし た 。 こ の 気持 ち を いつ ま 
で も 忘れ る こと な く 、 今 後 も 自分 自身 や ほか の 社員 も 巻 

き 込 ん で また 参加 し た いと 思い まし た 。 今回 は 、 足 重 な 
経験 と な り ま し た 。 





【 メ リー クリ スマ ス nn 東 松島 2018】 
イン フィ ニ ト ー ク (株) BPO 事 業 本 部 BPO 運 営 部 


上 田 時 則 (Ueda, Tokinori) 


今回 初め て 参加 させ て いた だ きま し た 。 自然 豊 か な この 土地 が 津 
波 で 被害 を 受け た と は 思え な い 綺 麗 な と ころ で し た 。 大曲 市 民 セ ン 
ター で 担当 ご と に 来場 者 の 導線 や 景品 を 準備 し 、 当 日 を 迎え まし た 。 

私 は スマ ー ト ボー ル 担 当 で 、 家 族 で 楽し そう に 小さ な お 子 様 も 目 
を 輝 か せ な が ら 遊 ん で いる 姿 を 見 て 「 本 当 に 来 て 良かっ た !| と 思 
えた 瞬間 で し た 。1 時 間 以 上 か け て きた 家族 や 、 毎 年 楽し み に し て 6 
いる お 地 様 が 欲し い 景 品 を ゲッ ト す る た め に 何 回 も 並ん で いる の を 見 て 、 自然 に 笑顔 に な っ て い 
る 自分 が 逆 に 幸せ を も ら っ た 気分 に な り ま し た 。 今 回 小さ な お 子 様 か ら ご 年 配 の 方 まで さま ざま 
な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 経験 させ て いた だ き 、 次 回 も 定 非 軸 献 し た いと 思い まし た 。 








【 東 松島 夏 ま つり 2018】 
サミ ー( 株 ) 生産 統括 本 部 
【 セ ガサ ミー ブル ー プ 水泳 教室 with 松 田 丈 志 2018】 生 摩 正男 本 部 生産 正 部 生産 下 画 GR 
(株 ) セガ ゲー ム ス CS 業務 部 セガ 倫理 チー ム 堀 宏 次 (Hori, Koji) 
徳丸 邦彦 (Tokumaru, Kunihiko) 今回 初め て 参加 させ て いた だ きま し た 。 イ ベン ト 当 日 は スマ ー ト 
松田 丈 志 選 手 の 水泳 教室 ボー ル を 担当 し まし た が 、 ボ ー ル の 行方 を 追う 子ども た ちの 真剣 な 
の お 手伝い を させ て いた だ き 眼差し や 、 穴 に 入る 瞬間 の 喜び を 一 緒 に 体験 する こと が で きま し 
まし た 。 た 。777 が そろ う 「 サ ミー 賞 」 は 10 名 程度 で し た が 、 出 た 瞬間 は 
私 も 子ども の ころ スイ ミン 大 き な 歓 声 が 響き 渡り まし た 。 


参加 し て 良かっ た と 思っ た 点 は 、 業 務 上 関わ り が な か っ た 方 々 
と 同じ 目標 に 向かっ て 活動 が で きた こと で す 。 来店 し て くだ さっ た 
方 々 に 笑顔 を 届け る た 
め 、 何 か を し た い ! と い 


グ ク ラブ に 通っ て いた こと も 
あり 、 水 泳 は 大 好き な スポ ー 
ツ で す 。 松田 選 手 が セ ガサ 
ミー 所 属 に な る ずっ と 前 、 絶 





対 的 な パワ ー が 必要 な 中 長 距離 の 自由 形 や バタ フラ イ で 世 う 思 い の も と 、 体 が 動 
界 の トッ プ と 互角 に 競う 姿 を 見 て 、 す ご い 選 手 が 現れ た ! いて < いま し た 。 こ の 経 
と 興奮 し た こと を 覚え て いま す 。 参加 し て くれ た 子ども た 験 を グル ー プ 内 で 共 < 有 
ち に 、「 で きる 」 と 自分 を 信じ て チャ レン ジ す る こと の 大 切 、 参 加 者 の 輪 を 広 け 
さ を 熱 く 語 る 姿 に 胸 が 熱く な り ま し た 。 ま た 、 熱 心 に 話 を て いき た いで す 。 





聞き 、 質 問 を し て いた 子ども た ちの 姿 に も 感心 し まし た 。 
彼ら に は と て も いい 人 生 の 糧 に な っ た と 思い ます 。 自 分 自 
身 に と っ て も 楽し く 、 と て も 勉強 に な っ た 2 日 間 で し た 。 
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771 時 度 新 入社 見 研修 


グル ー プ 新入 社員 研修 の 一 環 と し て 、2013 年 度 より 被災 地 を 2 泊 3 日 
で 訪問 し て いま す 。 2019 年 度 は 202 名 の 新入 社員 が 被災 地 ( 宮 城 県 女 
川町 、 東 松島 市 、 七 ヶ 浜 町 ) を 訪問 。 女川 町 長 、 東 松島 市 の 副 市 長 の 講 
庄 、 旧 大 川 小学 校 の 視察 、 そ し て 地域 住民 と の 交流 も 行い 、 最 終日 は セ ケ ヶ 
浜町 へ の 復興 施策 プレ ゼン を 行い まし た 。 





ミー( 株 ) 
落馬 春菜 


(Ochiai, Haruna) 


被災 地 研修 で た くさ ん の 方 に お 話し し て 
いた だ きま し た が 、 皆 さん と て も ポジ ティ 
ブ で 前 向き な 考え を 持っ て いる こと に 感動 
し まし た 。 女川 町 長 の 講話 で 「 農 災 で 多 
く の 被 害 を 受け 、 失 う も の も 多かっ た けれ 
ど 、 震 災 が あっ た か ら こ そ 出 会 えた 人 達 も 
いる | と いう 言葉 が 心 に 響き まし た 。 岩 災 
と いう 経験 を 思い 出す だ け で も 葵 いこ と な 
の に 、 私 た ち に 伝え て くだ さっ た 宮城 県 の 
方 々 の た め に も この 研修 を 無駄 に し な いよ 
う 、 私 自身 が 今 で きる こと を し っ か り 考 え 
て いこ うと 思い まし た 。 





実際 に 被災 地 を 訪問 し て 思っ た こと 
は テレ ビ や 新聞 、 記 事 な ど を 見 て 想像 
し て いた より 酷く 、 避難 場所 に 指定 され 
て いる と ころ も 予想 を 上 回 る 地 岩 、 津 
波 の 被害 で 言葉 が 出 て きま せん で し た 。 
その 中 で 、 自 分 だ っ たら どう 動い た か 
な どの 質問 に 考え させ られ まし た 。 私 
だ っ た ら 指 定 さ れ て いる 避難 場所 へ 移 


旧 大 川 小学 校 を 訪れ 、 ニ ュー ス で 見 た 時 に 感じ た 
[逃げ られ た の で は な いか 」 と いう 思い が 、 い か に 
見 当 違 いか 身 を も っ て 実感 させ られ まし た 。 実際 に 
逃げ る ルー ト な ど な く 、 経 験 し た こと が な い ほ どの 
農 災 の 中 、 教 師 の 方 々 は 逃げ る ルー ト を 冷静 に 判断 
する こと さえ 難し いと 感じ まし た 。 ま た 人 の た め に 
必死 で 努力 する 方 々 を 見 て 、 自 分 が 生き る 意味 、 働 
く 意 味 を 再度 考え 直す きつ か け に も な り ま し た 。 親 


切 に 話し て くれ た 語り 部 さん の 方 々 、 こ の 土地 の 良 
いと ころ を 伝え て くれ た 方 々 々 に 出会い 、 ま た その 人 
た ちの た め に 、 何 か し た いと 強く 思い まし た 。 


動 し 安心 し て し まう と 思い ます 。 研修 
を 通じ て 学ん だ こと は 、 何 事 に も | 予想 
を 上 回 る 想像 力 を 持っ て 臨む お 」 と いう 
こと で す 。 今回 の 研修 で 学ん だ こと を 、 
今後 に し つか りつ な げ て いき た いで す 。 今回 の 研修 で 、 現 地 の 方 の 声 や 状況 を 見 て 、 感 じ 
て 、 ど れ ほ ど 大 き な 出 来 事 で あっ た の か と いう こと 
を 知り まし た 。 特 に 、 女 川町 を 訪れ た 際 、 あ まり に 
の 
を 認識 し た と 同時 に 、 そ れ ほ ど 綺 麗 な 街並み を 整 

了 
と いう こと が か えっ て 脳裏 に 浮か が びました 。 ま た 、 
直接 被害 に 軸 わ れ た 方 の 親しい 方 や 親族 を 失っ た お 
話 を お 聞き し 、 東 日 本 大 岩 災 と いう 大 きす ぎる ほど 
の 出来 事 を より 身近 に 感じ る こと が で きま し た 。 








(Tanisaka, 
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平成 30 年 7 月 豪雨 (西日本 豪雨) 





セガ サミ ー グ ルー プ 社 員 ボ ラン ティ ア & 応 援 イ ベン ト 報 告 
ン ノ 
2018 年 6 月 28 日 か ら 7 月 8 日 に か け て 西日本 を 中 心 に 、 河川 の 池 沙 や 洪水 、 土 砂 災害 な どの 被害 に お いて 、 被 災 さ 
れ た 方 々 に 心 より お 見 舞い を 申し 上 げ ま す 。 セ ガサ ミー グループ 名 社 有志 社員 に よる 現地 で の ボラ ンティア 活動 に 加え 、 
子ども 向け イベ ント へ の 協力 も 行い まし た 。 


平成 30 年 7 月 豪雨 社員 ポラ ンティア 
@ 第 1 回: 9 月 11 日 ( 火 )9 月 14 日 ( 金 ) 参加 人 数 14 名 
@ 第 2 回 : 9 月 19 日 ( 水 ) 9 月 21 日 ( 金 ) 参加 人 数 12 名 
@ 第 3 回 : 月 25 日 ( 火 ) 9 月 28 日 ( 金 ) 参加 人 数 10 名 







ッ ト 企画 開 発 部 
(Shimokawa, Satoshi) 


朝礼 で “真備 町 の 皆さん の 笑顔 を 見 る た め に が ん ば ろ 
う !” と 参加 し た 社員 同士 で 結束 を 固め 、 イ ベン ト に 上 臨 
み ま し た 。 私 は UFO ひ キャッチ ャ ー を 担当 し 、 お 子 さ ん 
か ら お じい ちゃ ん ・ お ば あちゃ ん まで 、 と に か く ぬ い ぐ 
る み を 持ち 帰っ て も ら え る よう に 、 ま た 、 楽 し く 遊ん で 
も ら え る よう に 努め まし た 。 ぬ い ぐ る み を 手 に 入れ た 瞬 
間 の お ば あちゃ ん の うれ し そう な 笑い 声 が 忘れ られ ませ 
業 統括 部 広島 支店 第 一 営業 GR 広島 営業 所 ん 。 イ ベン ト を 通し て 真備 町 の 皆さん と 笑顔 と 笑い 声 と 
幸 (Kitagawa, Katsuyuki) 歓声 を 共有 する こと が で きま し た 。 こ の イベ ント が 、 さ 










ら な る 復興 の 一 助 に な っ て いれ ば うれ し いで す 。 ま た 会 
補 災 され た 岡山 県 真備 町 に 復興 支援 活動 と し て 参加 さ 社 の 垣根 を 越え も 、 セ ガサ ミー ブ グループ の 名 の も と 有力 を 合 
せ て いた だ きま し た 。 ほ か の ボラ ンティア さん 達 と 連 わせ 活動 で きた こと を 誇り に 思い ます 。 
携 を と りな が ら 3 日 間 お 手伝い を させ て いた だ きま し た 
が 、 真 備 町 全体 の 復興 を 思え ば 相変わらず 微力 だ な と 感 [ ま び 新 奪 ま つり] 社員 ボラ ンティア 応援 イベ ント 


じ な が ら も 、「 微 力 で も 無力 で は な い ! | の 言葉 で 頑張 
る こと が で きま し た 。 作業 に 関し て は 家財 が 浸水 で 濡 
れ て いる こと も あり 、 普 通 の 畳 で あっ て も 水分 を 含み 
異常 な 重 さ に な っ て 、 振 出 に 関し て は か な り 昔 労 し ま 
し た 。 そ ん な 中 で も ほか の ボラ ンティア の 方 々 々 と の 連 「 び 新 [ 

携 な ども あり 、3 日 間 で 8 割 程度 の 家財 搬出 と 清掃 が で | 6 いか に うな 
きま し た 。 今後 も 場所 を 問わ ず 参 加 で きる 機会 が あれ ば 、 “ 

徴 力 な が ら お 手伝い し て いき た いと 思い ます 。 


2019 年 2 月 17 日 (日 ) 参加 人 数 11 名 来場 者 814 名 











宮城 県 セ ヶ 浜町 と 地方 劉生 に 係る 包括 的 連携 協定 を 締結 


ー 七ヶ浜 町 X セガ サミ ー グ ルー プ 「 地 方 共 創 ] プロ ジェ クト 始動 一 





セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス は 、2019 年 6 月 17 日 に 宮城 県 セ ヶ 浜町 と 地方 創 生 に 係る 包括 的 連携 協定 を 締結 し まし た 。 セ ガサ 
ミー グル ー プ の 人 財 を 7 月 1 日 より 七ヶ浜 町 へ 派遣 し 、 地 域 創 生 、 活 性 化 に 関わ る 各種 事業 の 企画 ・ 推 進 を 図っ て いき ます 。 

セガ サミ ー ブ グル ー プ は 、 東 日 本 大 岩 災 発生 直後 より 、 被 災 さ れ た 方 々 が 一 刻 も 早く 日 常 生活 へ 戻れ る よう 、 社 員 ボ ラン ティ 
ア に よる 復旧 支援 活動 、 ま た 、 エ ンタ テイ ン メ ント 企業 と し て 、 当 グル ー プ の 製品 、 サ ービス な ど を 活用 し た 地域 イベ ント を 開 
催す る な ど 、 被 災 地 の 方 々 が 笑顔 で 、 前 向き に 復興 に 取り 組む た め の サ ポー ト 活 動 な ど 
に も 取り 組ん で きま し た 。 

そし て 、 謀 ※ 災 発生 時 より 時 間 が 経過 し て いく 中 で 、 新 し い 方 法 、 新 し い 枠 組み で 復興 
に お 役立ち し た いと の 思い か ら 七 ヶ 浜 町 と 協議 を 重ね 、 セ ガサ ミー ブル ー プ 初 の 自治 体 
と の 地方 創 生 に 関わ る 連携 協定 を 締結 に 至り まし た 。 セ ガサ ミー ブ グループ で は 、 久 後 も 
感動 体験 を 創造 し 続け る こと で さら な る 事業 の 成長 を 図る と と も に 、 持 続 可能 な 社会 の 
形成 に 寄 写 すべ く 、SDGs の 推進 な ど 、 様 々 な 社会 課題 の 解決 に 向け て 取り 組ん で い 
さま す 。 
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セガ サミ ー グ ルー プ の 理念 体系 





セガ サミ ー グ ルー プ は 、 オ リ ジ ナ リティ 溢れ る エン タテ イン メン ト を 通じ て 感動 体験 を ご 提供 する と いう 考え の も と 、 国 際 社 会 の 
一 員 で ある こと を 強く 意識 し 、 様 々 な ステ ー ク ホル ダー と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な が ら 、「 良 き 企 業 市 民 ] と し て 社会 か ら の 備 
理 的 ・ 公 共 的 な 期待 に 応え 、 社 会 の 持続 可能 な 発展 に 寄与 する 価値 の 提供 に 取り 組ん で いま す 。 ま た 、 事 業 活動 に 罰 ま ら ず 、 芸 術 ・ 
スポ ー ツ を は じ め と する の 文化 の 発展 支援 な ど 、 グ ルー プ 全 体 で 様々 な 社会 活動 を 継続 的 に 実施 し 、 社 会 を も っ と 元気 に カラ フル に 
する こと で 、| 豊 か な 社会 の 実現 ] と | 文化 の 創造 ] を 目指 し ます 。 

2017 年 に は ブ グループ ミッ ショ ン を 策定 し 、 そ の 浸透 を 図る た め グ ルー プ お よび グル ー プ 各社 の ミッ ショ ン ピ ラ ミッ ド を 策定 し ま 
し た 。 ミ ッ シ ョ ン ピ ビ ピラミッド は 、 ミ ッ シ ョ ン (使命 ・ 存 在 意義 )、 ビ ジョ ン (あり た い 姿 )、 ゴ ー ル (中 長期 目標 ) か ら な り 、 最 終 的 に 
は 癌 事業 部 門 や 社員 個人 の 目標 まで リン ク す る こと で 、 実 な る 事業 ・ 業 務 環 境 の も と で も ベク トル を 合わ せ 、 一 体 と な っ て 持続 的 な 
成長 を 行う 道標 と な る も の で す 。 


ブル ー プ ミッ ショ ン 感動 体験 を 創造 し 続け る 社会 を も っ と 元気 に に カラ フル に 。… 





[創造 は 生命 (いのち )]」、「 積 極 進 取 ] と いう 価値 観 を 共有 し つつ 、 常 に 新 者 と し て 世界 中 の あら ゆる 人 々 に 感動 体験 を 提供 し 続け ます 。 
社会 を も っ と 元気 に 、 カ ラフ ル に する こと で 豊か な 社会 の 実現 と 文化 の 創造 に 真 献 し ます 。 


ルレ た ピン ノリ ピア た ヤル ナレ 4 ニレ た や / 





Mission 感動 体験 を 剣 千 し 続 け る 


存在 意義 > 社会 を も っ と 元気 に 、 カ ラフ ル に 。 一 





Vision Be コロ Gaime Changer 
0 ー 革 新 者 た れ 一 


Goal 難 事 業 分 野 で 業界 Top3 


2020 数 値 目 標 : 営業 利益 率 159%・ROA 596 








回り 9 [創造 は 生 命 柄 極 進取 」 


も SS.FVE 


5EGAA SAMMY 5 つの カ 


一 私 た ちち が 共有 し 続け た い 革 新 者 の コン ビ ピ テ ンジ シ ーー  - Our Core Qualities - 


ピ ゴ イリ: あ 有 - 貞 PX 航路 を 切 り ひ らく 新しい 価 耳 を 六 る た ゆめ に 、 麗 気 和 を も っ て 前 半 す る こと 
Drivg CharlaCOurse Orgw from Pr ロ actiwly laCKIE TIBw cha 間 年 


共感 力 1 ここ ろ の 火 を 灯 し あう 相手 を 理 角 し . 心 友 屋 、 多 く の の 志 力 を 則 る こと 
Empnathy 1 昌 glize tal Ii ロ - ロ Tl IF 本 ロ rm。 上下 CiwEly Ruilrl netwwnrE5 Ha5EH PT TTF 
症 ーー 

決断 力 自作 の コン パス を 磨く 音戸 替 を 層 き 、 自 ら 決 全 し て いく こと 


は ia Er YU ロ WWTI IT 日生 5, 中 還 iT1 ITIIrT 





PF [mm 


IIEIUS 


自制 力 ご | 誠実 に みん な の た め に 拘束 の た 員 に 今 ど う ある べき か を 故 え 、 証 実に 対 店 する こと 
C じ nntrnl KeeiD YO TUHHET teady Plam 1 ロ r PE Tuture. 貞 CE 1 町 PTBTE wiWPT ITIEGHTLy TH SITICBTILW 





徹底 力 ン ン / 荒 渡 で も オー ル 友 とめ な いい モ こ に 可能 性 が 訓 和 る 陣 り 、 呈 語 せ ず に 晴 科 まで や り 振 く こと 
コロ REalirB WT FeOtTWl 瑞 la En ロ F Yi 


に に に 1a] に Se th OurrBy 1hrnumh. jcomHleteta5ksinlha bmstgPyGurallity 
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と と いさ 


ンプ | デコ シア ん ぐに 1 で 王 較 Hmdec サ /4A/A/At に に た に に III0VAe 月 |974 に lecl に に 1 に 749)74wejlllil0 ec1 リ 4 


ト さ レイ 


と トペ 


クリ デコ アル モル Er 議 細 に 昌 alme に ササ /44/A/A1 に > に に に llI0NAee 月 | の 74EleEIM【EEt に 749) の 4%e)0MlII10 PAeE174:1 画 人 1 


K ヘ レイ 


グル ー プ ・ マ ネジ メン ト ポ リ シー 策 : ImWec サ AA/AAt に > だ に に IAIIINAee 月 74EleElN に に に 749) の 4wejllll0/eEV41 画 (elI【e7/ 


Ns アン 


と たい 


ク プ | デニ アル / 眉 上 ルン 人 請 四 中 le に 44 に に に に だ ll4NAwe 月 74EleEIN に に 2460(e1EYAII に 749)74ee)iuli010ec1740』 し MMIOI 陣 1 の M/eElla 四 16(e 


Ns ウン 





[危機 管理 ]IIT セ キュ リティ 」「 フ クラ ウド サー ビス 利用 」 「SNS 利 用 ] 「 海 外 贈 収 周 禁止 | に 関す る 各 ガ イド ライ ン を 定め て いま す 。 な お 、 CSR 調 達 に 関し て は ガイ ドブ ッ ク と し て 開示 し 
て いま す 。 


トイ リル レッ た セ ョ ング コア ルリ 1 に 





セガ サミ ー グ ルー プ は 、CSR 活 動 を 当社 グル ー プ の 持続 的 価値 創造 と 社会 の 持続 的 発展 の 双方 を 実現 する た め の 重 要 な 活動 と 捉 
えて いま す 。 

ICSR・SDGs に 関す る 方 針 ] を 定め 、CSK 活 動 に SDGs を 関連 付け 、 重 点取り 組み テー マ を 定め て いま す 。 ま た 定期 的 に ステ ー 
クノ ホルダー の 意見 や 要望 を 確認 し 、 重 要 課 題 の 確認 を 行い 、 ブ グル ー プ の 活動 を 内 外 に 発信 し ます 。 


グル ー プ CSR・SDGs に 関す る 方 針 





https://www.segasammy.CO.jD/jaDpanese/Dr/Commu/Csr/gr_Dolicy/ 


グル ー プ CSR・SDGs 推 進 方 針 に つい て 


2019 年 2 月 に CSR・SDGs 推 進 に 関す る 方 針 を 改定 ・ 改 称し 、SDGs 重点 取り 
和 と も に 続 する 社会 の 
・ 超 少子 高齢 化 社会 へ の 対応 (SDGs ゴ ー ル 3、4、8) 
・ 働 き が い ・ 多 様 性 の 向上 と 不平 等 の 排除 (SDGs ゴ ー ル 1、5、8、10) 
・ 依 存 症 問題 へ の 対応 (SDGs ゴ ー ル 12) 
セガ サミ ー ブ グル ー プ は 、 グ ルー プ の 成長 の みな ら ず 、 日 本 経済 全体 の 活性 化 や 世 
界 の 持続 可能 な 成長 に 貢献 する と と も に 、 人 類 社会 を 持続 させ る た め の 責 務 を 含め 
た 自ら の 責任 を 自覚 し 、 グ ルー プ ら し い CSR・SDGs 推 進 活動 を 実践 し て いき ます 。 
な お 、CSR 活 動 全 体 の テー マ と し て ち 次 の 5 つ を 設定 し て いま す 。 
① 事業 を 通じ た 貢献 (エン タテ イン メン ト に よる 感動 体験 の 創造 お よび SDGs 取 り 組 
み を 通じ た 社会 課題 解決 / 製 品 サー ビス の 提供 に お ける 安心 ・ 安 全 ・ 満 足 の 追求 
② [社会 貢献] (良き 「 企 業 市 民 」 と し て の 地域 社会 と の 積極 的 な 対話 と 幅広 い 社会 
貢献 
③ 「 環 境 対 応 ] (リサ イフ クル ・ リ ユー ス に よる 廃棄 物 削減 等 に よる 環境 負荷 の 軽減 ) 
④「 コ ー ポ レー ト ・ ガ パナ ンス 」 (コン プラ イア ンス や リス ク 管 理 の 徹底 に よる 企業 経営 の 健全 性 確保 、 透 明 性 向上 、 効 率 性 向上 ) 
⑥⑤ 「 経 済 的 責任 ] (グロ ー バ ル な 事業 展開 を 通じ て 継続 的 な 成長 ・ 企 業 価値 の 最大 化 を 目指 し 適正 な 利益 還元 、 納 税 を 実施 ) 
セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス の 取締 役 会 で 承認 され た これ ら の テー マ に つい て 、 事業 会 社 ご と に 進 捗 管理 を 行っ て いま す 。( 主 な 
取り 組み 内 容 に つい て は P.18 を ご 参照 くだ さい 。) 


CSR・SDGs 推 進 万 針 
て https://www.segasammy.CO.jp/japanese/Dr/Ccommu/tpm.html 
CSR・SDGs 推 進 体制 


セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス に 設置 され て いる グル ー プ CSR 推 進 室 を 2019 年 4 月 に CSR・SDGs 推 進 室 へ 改称 し 、 グ ルー プ の 
CSR・SDGs 活 動 を 統括 ・ 管 理 ・ 支 援 し て いま す 。 さ ら に 、SDGs に 対す る 取り 組み を 強化 する に あたり 、CSR・SDGs 推 進 室 に グ 
ルー プ 内 の プロ ジェ クト へ の マー ケティング を 支援 する 機能 の 拡大 を 図っ て いま す 。 

2019 年 5 月 に は 、 国 内 グル ー プ 会 社 全 役 員 に 対し SDGs 研修 を 実施 し 、 主 要 事 業 会 社 1 1 社 で SDGs 重 点取り 組み テー マ を ベー 
ス に し た 社会 課題 解決 を 目指 し た 取り 組み を 始め て いま す 。 活動 状況 に つい て は 、 定 期 的 に ホー ルディ ング ス 取 締 役 会 に 報告 を 行い 
ます 。 グ ルー プ で の 活動 推進 の た め 、 ホ ー ル ディ ング ス の CSR・SDGs 推進 室長 を 議長 と し グル ー プ 会 社 の CSR 責任 者 が 参加 する 






グル ー プ が 提 、 実 践 する 
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マネ ジメント 


「 グ ルー プ CSR 事 務 局 会 議 | を 設け て いま す 。CSR 活 動 に 関す る 施策 の 計画 ・ 実 行 ・ 評 価 ・ 改 善 (PDCA サ イク ル ) な ど を 行う た め 、 
原則 と し て 年 に 1 回 開催 し て いま す 。 

な お 、CSR・SDGs 活 動 の 状況 に つい て は 、CSR BOOKLET を WEB 開 示し グル ー プ 内 に 活動 状況 を 共有 する と と も に 、 本 レポ ー 
ト を 社員 向け に 編集 し た 「CSR COMMUNICATION REPORT」 に 付属 し て いる アン ケー ト (2018 年 度 1.020 件 ) の 回 答 状況 ( 経 
営 理念 、 行 動 規範 の 浸透 確認 含む お) を セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 取 役 会 に て 報告 し て いま す 。 


ステ ー ク ホル ダー と の か か わり 


セガ サミ ー グ ルー プ の 事業 活動 は 、5 つ の ステ ー ク ホル ダー (「[ お 客 さ ま 」、「 お 取引 先 ] 、[ 株 主 ・ 投資 家 ] 、「 社 員 」 、「 社 会 (社会 貢 
献 と 環境 )」) と の か か わり の 中 で 成り 立っ て いま す 。 ス テー クノ ホルダー と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ て 、 信 頼 関 係 を 深め な が ら 、 
ご 意見 や ニー ズ を 事業 活動 に 反映 する こと に 努め て いま す 。 


上 環境 経営 学会 に よる 経営 評価 お よび 専門 家 に よる ステ ー ク ホル ダー ダイ アロ グ 、 マテ リア リティ の 設定 





2016 年 より 、 認 定 特定 非 営利 活動 法人 環境 経営 学会 経営 診 
断 推進 委員 会 に よる サス テイ ナブ ル 和 経営 診断 を 受け て いま す 。 
診断 の 結果 、 評 価 の 平均 評点 獲得 率 は 77.6% と 、2 年 連続 で 改 
善 し ま し た 。 な お 、2019 年 4 月 に は 、 経 営 、 人 権 、 環 境 な ど 
の 各 分 野 の 専門 家 で ある 評価 委員 の 方 々 と CSR・SDGs 推進 室 
長 が CSR の 取り 組み に つい て の ステ ー ク ホル ダー ダイ アロ グ を 
開催 し 、 そ の 意見 ・ 要 望 を 評価 結果 と と も に ホー ルディ ング ス 
取締 役 会 に 報告 し て いま す 。 ば ぱちんこ ・ パ チ ス ロ ・ ゲ ー ム 機 の 
リユース ・ リ サイ クル の 取り 組み に 関し 高く 評価 を いた だ いた 
も の の 、 一 層 の 環境 対応 の 取り 組み 要望 を 受け まし た 。 当 グ 
ルー プ と し て は 、 こ れ を 受け 、 前 出 の 3 つの SDGs 重 点取り 組 
み に 環 境 対 応 を 加え た 4 項目 を CSR 活 動 の マテ リア リティ ( 重 
要 課 題 ) と 設定 し まし た 。 昌 Y1 
また 、 環 境 対応 推進 と し て 、① 環 境 活動 に 関す る SSHD 取 締 ーー の @- @③ 

役 会 報告 体制 の 整備 、②CO> 排 出 量 算定 スコ ー プ 3 対応 、③ il 
| Sozeooorooy| 




















[ a』 


キ 
PPT TL 


中 (有り 対応 の 肝 つ こと ざし まし た 。 


Utairiahlg 
lanadBITGgTt Tr 呈 


セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 株 式 会 社 2019 


ステ ー ク ホル ダー ダイ アロ グ の 様子 結果 ツリ ー 図 


国連 [グロ ー バ ル ・ コ ン パ クト 」 へ の 参画 


セガ サミ ー グ ルー プ は 、2014 年 4 月 、「 国 連 グ ロー バル ・ コ ン パ クト 」 (以下 、 UNGC) へ の 支持 を 表明 し 、 署 名 し まし た 。UNGC 
と は | 各 企 業 が 責任 ある 創造 的 な リー ダー シッ プ を 発揮 する こと に よっ て 、 社 会 の よき 一 員 と し て 行動 し 、 持続 可能 な 成長 を 実現 する 
た め の 世 界 的 な 枠組 み づ く り に 参加 する 自発 的 な 取り 組み ] で す 。 私 た ち は UNGC が 掲げ る 10 原則 に 基づき 責任 ある 経営 を 推進 す 
る 呈 選 よう で 、 特 編 本 月 が 福 会 つく り に 原本 じ くい きま ず 。 まだ 、 グ 上 一 パル マコ ョ ン パ クト ネッ ドウ ラー クン ャ パン (MM ド 
GCNJ) 内 に 組織 され て いる 、 サ プラ イチ ェ ー ン 、WEPs、SDGs 研 究 分 科 会 な どの 活動 に 参加 し 、 他 社 と の 情報 共有 を 行う ほか 、 
GCNJ の 活動 に 真 献 し 、 社 会 の 課題 解決 に 向け て 積極 的 に 取り 組ん で いま す 。 
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国連 [グロ ー バ パル ・ コ ン パ クト 」 項目 と 10 原 則 当社 グル ー プ 「CSR BOOKLET」 


原則 1 : 人 権 擁護 の 支持 と 尊 還 


原則 2 : 人 権 侵 害 へ の 非 加担 社員 と と も に : 人 権 の 尊重 


マネ ジメント : セガ サミ ー ブ グル ー プ の 理 飼 体 系 、CSR 
お 取引 先 と と も に : 公平 ・ 公 正 な 購買 の た め に 


時 に マネ ジメント : セガ サミ ー ブ ル ー プ の 理念 体系 、CSR 
結社 の 自由 と 団体 交渉 権 の 承 褒 
昌和 お 取引 先 と と も に : 公平 ・ 公 正 な 購買 の た め に 、 お 取引 先 と の パー トナ ー 


6 訓 証 シッ シップ ズ 
児童 労働 の 実効 的 な 廃止 


社員 と と も に : 人 財 の 育成 と 評価 、 多 様 性 の 推進 、 人 権 の 尊重 、 働 きやすい 


雇用 と 職業 の 差別 撤廃 還 旨 の 


問題 の 予防 的 アプ ロー チ 


環境 
環境 に 対す る 責任 の イニ シア ティ ブ 
環境 に や ざさ し い 技 術 の 開発 と 普及 


腐敗 防止 の 取り 組み 


マネ ジメント : セガ サミ ー ブ グル ー プ の 理 飼 体 系 、CSR 

社会 と と も に 【 環 境 】 : シー ガイ アビ ピー チク リー ン inー ツ 葉 、 グ リー ン 電 力 証 
書 シ ステ ム の 導入 、 製 品 の 環境 配慮 設計 、11 年 目 を 迎え た 森林 の 里親 活動 
ーー | セガ の 森 ] 一 、 み ん な で 創 ろ うー ッ 葉 の 森林 





マネ ジメント : セガ サミ ー ゲ ルー プ の 理念 体系 、CSR 
原則 10 : 強要 や 贈 収 貼 を 含む お あら ゆる 形態 呈 1 
府 敗 防止 | OU10 : 公 要 や 購 収 央 を 信 お あら ゆる 形態 の マネ ジメント ・ コ ンプ ライ アン ス 


お 取引 先 と と も に : 公平 ・ 公 正 な 購買 の た め に 


CSR 推 進 活動 





骨 意識 の 上 成 


セガ サミ ー グ ルー プ で は 、 社 員 一 人 ひと り が CSR 憲 章 を 理解 し 、 そ の 精神 に 基づい た グル ー プ 行動 
規範 に 治っ て 行動 し て こそ 、 当 社 グ ルー プ が 掲げ る 「 グ ルー プ ミ ッ シ ョ ン 」| を 実現 で きる と 考え て い 
ます 。 セ ガサ ミー ホー ルディ ング ス の CSR・SDGs 推 進 宇 で は 、 グ ルー プ す べ て の 社員 を 対象 に CSR 
活動 の 重要 性 や 取り 組む 意義 を 伝え な が ら 、 そ れ ぞ れ の 理解 度 に 合わ せ た 各種 研 修 を は じ め と し た 浸 


知 琵 を 企画 し 、 実 行 し て いま す 。 


また 、「CSR COMMUNICATION REPORT] を 全社 員 に 配布 し 、CSR 意 識 の 浸透 と グル ー プ ーー 体 


感 の 醸成 を 行う と と も に 、 ポ スタ ー を 掲示 し て 社内 の 意識 向上 に 努め て いま す 。 


置 CSR 研 修 

2013 年 10 月 か ら 、 グ ルー プ 企 業 の マネ ジメント 層 並 びに 一 般 層 向 け 
に CSR 研 修 を 実施 し て いま す 。2018 年 度 は グル ー プ 企業 7 社 、898 名 
が 受講 し 、2013 年 度 か ら の 総 受 講 者 数 は 3.329 名 と な り ま し た 。 付 部 
講師 に よる 講義 や グル ー プ ワー ク を 通じ て 、 社 会 や 事業 環境 の 変化 を 考 
え 、| 社 会 と 企業 の 共生 ] や 「 企 業 の 持続 的 成長 ・ 発 展 ] に つい て の 理解 
と 参加 者 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め まし た 。 

修了 時 に は 、 受 講 者 全員 が 「CSR 推 進 宣言 ] を 提出 し 、 セ ガサ ミー グ 
ルー プ の 一 員 と し て の 存在 意義 を 再 確認 する 機会 を 設け て いま す 。 今後 
も 「 社 会 か ら 期 待 さ れ 、 信 頼 さ れ 、 尊 人 敬 さ れる 企業 、 そ し て 社員 が 誇 
る グル ー プ 企業 に ] を 社員 一 人 ひと り が 意識 し て 行動 で きる よう に 、 研 
修 を 継続 し て いき ます 。 


全社 員 に 配布 し て いる 
CSR COMWMUNICATION 


UIUTJLHFHU 
メイ アリ リリ 





REPORT . 





※ 詳細 は P.38 参 照 CSR 研 修 の グル ー プ ワー ク 
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マネ ジメント 


記 セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 会 長 と 

グル ー プ 社員 の 意見 交換 会 

各 現 場 の 活動 成果 や 課題 な ど を 共有 し 、 今 後 の CSR 活 動 の 方 向 性 
に つい て 議論 する こと を 目的 に 、 セ ガサ ミー ホー ルディ ング ス 会 長 
と グル ー プ 社員 の 意見 交換 会 を 年 に 1 回 実施 し て いま す 。 グ ルー プ 
各社 の CSR 推 進 担 当 者 や 、 各 社 が 注力 する プロ ジェ クト や 人 事 の 責 
任 者 な ど が 参加 し 、 活 発 な 意見 交換 が 行わ れ ま す 。 経営 トッ プ と 、 
日 常 業 務 で は 接する 機会 が 無い 部 門 や 社員 同士 が 一 つの テー ブル を 
囲 の こと で 、 グ ルー プ 間 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 活性 化 に 大 い に 役 
立っ て いま す 。2019 年 度 は 4 社 、7 名 が 参加 し まし た 。 





コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 





コー ポレ ー ト ・ ガ パナ ンス に つい て は 、 当 社 グ ルー プ 統 合 報 告 書 を ご 参照 くだ さい 。 
統合 報告 、 コ ー ポ レー ト ・ ガ パナ ンス 
https://www.segasammy.CO.jD/jaDpanese/Dr/COrD/gOvernance/ 








大 本 的 な 考え 方 


サミー ク ルー アア は 。、 | グルー ノ 生生 月 親 | お ま び レル ー ブ アマ ネン ルン ト ポ り レー| に 時 うき ま 、 一 人 0 と り が コノ クラ イア 
ンス を 意識 し た 適切 な 行動 を 取る た め に 、 様 々 な 取り 組み を 行っ て いま す 。 


コン プラ イア ンス 推進 体制 


紀 推進 体制 の 概要 と 強化 
セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス の コン プラ イア ンス 推進 室長 が 議長 を 務め 、 年 2 回 開催 され る 「 グ ルー プ コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク 
連絡 会 議 ] (セガ サミ ー ホ ー ル ディ ング ス 社 長 、 常 務 取 締 役 、 管 理系 本 部 担当 執行 役員 、 主 要 グ ルー プ 会 社 の コン プラ イア ンス 推進 
門 管掌 役員 ・ 部 長 、 監査 役 が 出席 ) の も と 、 法令 ・ 社 会 規範 を 遵守 し た 健全 な 企業 経営 を 展開 する た め の 社 内 体制 構築 を 図っ て いま す 。 
また 、2019 年 4 月 に グループ コ ンプ ライ アン ス 推 進 室 を 設置 し 、 国 内 グル ー プ 24 社 の 社員 を 対象 と し た e ラ ー ニ ング な どの コン 
プラ イア ンス 教育 を 一 体 的 に 実施 し て いき ます 。 


軒 内 部 監 舎 
経営 監査 部 で は 、 グ ルー プ 各 社 に 対し コン プラ イア ンス 遵守 の た め に 各種 テー マ 監 査 に 加え 、 グ ルー プ 企 業 の 遊戯 、 宿 泊 並 びに ゴ 
ルフ 場 な どの 各 施 設 、 提 供する 食品 の 安全 性 な ど に 関し て 定期 的 に 内 部 監査 を 行っ て いま す 。 重要 発見 事項 に つい て は 年 2 回 セガ サ 
ミー ホー ルディ ング ス 取 締 役 会 に 報告 を 実施 し て いま す 。 ま た 、 通 常行 われ る 内 部 監査 に 加え 、 お 客 さ ま の 安全 を 第 一 に 、 改 善 項目 
に 関し て 継続 し て モニ タリ ング し 、 改 善 状況 を 確認 し て いま す 。 
還 主 な 改善 事例 
進捗 ・ 実 績 


2019 年 度 は 点検 の 結果 、216 件 に 改善 の 指摘 や 是正 を 依頼 し まし た 。 
全国 の アミ ュー ズ メ ント 施設 110 店 舗 に て 、 お 客 さ ま に け が や 事故 な ど が | ① 施 設 設備 及び 備品 に 係る 事項 109 件 
発生 し な いよ うに 安全 点検 を 実施 し て お り ま す 。 ② 遊 戯 機器 等 に 係る 事項 99 件 

③ 食 の 安全 に 係る 事項 6 件 


過去 の 監査 に て 、 宿 泊 施設 、 ゴ ルフ 場 、 レ スト ラン 等 に 於 ける 施設 安全 、 食 | ・ 指 摘 を 行っ た 180 件 の うち 、2018 年 まで に 147 件 の 改善 が 確認 され て いま す 。 
品 休 生 、 防 火 な どの 確認 を 実施 し た 結果 、180 ヶ 所 の 違反 や 不備 を 指摘 し 残り の 33 件 に つい て も 対応 策 を 検討 中 で す 。 
まし た 。 ・ 指 摘 事 項 の 確認 中 に も 新た に 13 件 の 不備 を 確認 し 、 改 善 を 依頼 し て いま す 。 





法令 上 の 不備 や 安全 性 だ け で は な く 、 外 観 や 清潔 感 な どの ホス ピタ リティ | 高級 感 や リゾ ー ト 感 を 損なわ な いた め の 補 修 や 不要 物 撤去 ・ 清 掃 が 必要 な 事例 を 11 
の 向上 に 関す る 視点 で の 人 確認 も 行っ て いま す 。 件 を 確認 し 、 改 善 を 依頼 し て いま す 。 
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鹿 内 部 通報 制度 

グル ー プ 内 で の 自浄 機能 を 作用 させ 、 法 令 違 反 や 不正 行為 な ど を 未然 に 防ぐ た め 、「 セ ガサ ミー グル ー プ 企業 倫理 ホッ トラ イン (内 
部 通報 制度 )] を 設置 し て いま す 。2019 年 4 月 、 グ ルー プ 各 社 の 窓口 を 一 元 化し 、 独 立 性 を 有する 第 三 者 の 危機 管理 専門 会 社 に 受 
付 窓口 業務 を 委託 し まし た 。 職 者 を 含む 従業 員 と ご 家族 、 お 取引 先 か ら の ご 相談 に 対応 し て お り 、 全 従業 員 へ の カー ド の 配布 、 社 
内 イン トラ ネッ ト へ の 掲載 な ど で 周 知 し て いま す 。2016 一 2018 年 度 の 実績 (国内 ) は 、16 件 、19 件 、24 件 で し た 。 な お 、2014 
年 度 一 2018 年 度 の 通報 内 容 の 内 訳 と 通報 者 の 属性 は 以下 の と お り で す 。 


その 他 (受付 対象 外 含む ) 





パワ ハラ の 疑い 名 の た め 不 明 等 








17 。 

ー 38% 26% 

Mi 退職 者 家族 . 取 引 先 社員 

8% 了 二 た 6% 。 53% 
セク ハラ の 疑い | 3 生 アル バイ ト : 派 貴社 員 

] ] 6 2 

% 26% 16% ※ 2014 一 2018 年 度 

コン プラ イア ンス 推進 活動 
鹿 ルー ル の 徹底 と 意識 強化 

コン プラ イア ンス 意識 の 醸成 と 浸透 を 図る た め 、 グ 時 グル ー プ 役員 層 に お ける コン プラ イア ンス 研修 実績 (2018 年 度 ) 
ルー プ 名 社 向け 階層 別 刻 発 活動 を 実施 し て いま す 。 外 部 | 回 数 | 人 数 (の <) 


講 色 を 拍 い た 社内 セミ ナー や 、 定 期 的 か つ 継続 的 に 発信 


する メー ル マ ガ ジン 、 遭 遇 し そう な 具体 例 を 編集 し た 「 コ 僧 具 グル ー プ 全社 の 


SSHD、SHD、SAMMY、 
SNW、 TMS ほか 


コン プラ イア ンス | 会 社 役員 、 監 査 役 、 
ンプ ライ アン スハ ンド ブッ ク ]、 漫 画 を 使っ て 分 か りや す 研修 執行 役員 


くし た 関連 記事 な ど を イン トラ ネッ ト に 掲載 する な ど 、 
グル ー プ 全 従 業 員 を 対象 に 啓発 活動 に 取り 組ん で いま す 。 UM 

2019 年 度 に は 、 グ ルー プ 全 体 の コン プラ イア ンス 体制 を 強化 する た め 、 グ ルー プ コ ンプ ライ アン ス を 設置 。 グ ルー プ 24 社 を 対 
象 と し た 統一 的 コン プラ イア ンス 研修 と し て e ラ ー ニ ング を 導入 し まし た 。 ま た コン プラ イア ンス 意識 調査 (回 答 率 94%) を 実施 し 、 
今後 の リア ル 研 修 実 施 お よび 重点 的 な 研修 実施 に 役立て いき ます 。 











紀 反 社会 的 勢力 の 排除 

セガ サミ ー ブ ル ー プ は 、 反 社会 的 勢力 に よる 経営 へ の 関与 の 防止 の た め に 、 ブ ルー プ ブ 行 動 規範 に 反 社 会 的 勢力 と の 一 切 の 関係 を 排 
除 す る 旨 を 明記 する と と も に 、 お 取引 先 と の 契約 書 へ の いわ ゆる 暴 排 条項 の 組み 込み 、 お 取引 先 が 反 社会 的 勢力 に 該当 する か 否 か の 
チェ ッ ク シ ステ ム を グル ー プ と し て 導入 し て いま す 。 反 社会 的 勢力 か ら の 接触 を 受け た 際 は 、 適 宜 に 警察 ・ 弁 護 士 な ど を 含め 外部 機 
関 と 連携 し て 組織 的 に 対処 し ます 。 


鹿 腐敗 防止 

「 グ ルー プ 行 動 規範 ] に お いて 、(1) 贈 由 を は じ め 利 益 供 与 、 便 宜 供 号 と み ら れ る あら ゆる 腐敗 を 防止 すべ きこ と (2) 寄付 を 含む 社 
会 頁 献 活動 を 行う 際 は 、 関 係 法令 に 基づき 定め た 社内 ルー ル を 遵守 し て 、 公 明正 大 に 行う べき こと を 明記 し 、2014 年 7 月 に | 海外 
贈 収 財 禁 止 に 関す る 方 針 ] を 策定 し 、 リ スク 分 析 の 上 、 関 連 部 門 へ の 研修 、 定 期 的 な 確認 メー ル の 配信 な ど を 実施 し て いま す 。 


リリ レン ルル シマ アルン に 


大 本 的 な 考え 方 


セガ サミ ー ブ ル ー プ は 、「 グ ルー プ ・ リ スク マネ ジメント に 関す る 方 針 ] に 基づき 、 事 業 の 推進 お よび 企業 価値 の 維持 ・ 向 上 を 妨 
げ る 重大 な リス ク に 対し 、 平 時 より 対策 を 検討 し 、 損 失 を 最小 化す る 体制 を 構築 する こと で 、 様 々 な ステ ー ク ホル ダー へ の 影響 を 極 
力 小 さく する よう 最大 限 の 努力 を 行い 、 社 会 か ら 強 い 信 頼 を 得る 企業 を 目指 し て いま す 。 
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リス ク ・ マ ネジ メン ト の 状況 


紀 厄 機 管理 

セガ サミ ー ブ グル ー プ で は 、「 グ ルー プ ・ リ スク マネ ジメント に 関す る 方 針 ] の も と 、「 危 機 管 理 ガ イド ライ ン 」 を 制定 し 、 年 1 回 主 
要 17 社 の リス ク 分 析 を 行い 、SSHD の 取締 役 会 で 共有 する と と も に 、 潜 在 す る リス ク の 低減 お よび 危機 の 未然 防止 に 努め 、 重 大 な 
危機 が 発生 し た 場合 の 即応 体制 を 整備 ・ 維 持 し て いま す 。 ま た 、「 首 都 直 下地 震 に お ける 帰宅 困難 者 対策 の セガ サミ ー グ ルー プ 拓 本 
方 針 ] を 策定 し 、「 備 蓄 品 手配 ]、「 建 物 設備 の 安全 構築 ]、「 安 否 確認 の 実施 ] 、「 帰 宅 ル ー ル 」 に つい て グル ー プ 会 社 ご と に 対応 策 を 
定め 、 イ ント ラ ネ ッ ト な ど で 全 社員 へ の 周知 を 図っ て いま す 。 


紀 知 的 財産 の 管理 

セガ サミ ー グ ルー プ で は 、 知 的 財産 は 企業 競争 力 を 高め る 重要 な 要素 か つ 企 業 経営 を 支え る 経営 資源 と 位置 づけ 、 グ ルー プ 会 社 ご 
と に 方 針 を 掲げ て 取り 組ん で いま す 。 

エン タテ イン メン トコ ン テ ン ツ 事 業 で は 、 各 部 門 に 知 的 財産 推進 委員 を 置き 、 プ ロジ ェクト の 現場 責任 者 、 担 当 者 、 新 入社 員 に 向 
けた 研修 ・ 説 明 会 な ど を 通じ て 、 継 続 的 に 知 財 意 識 刻 発 を 行っ て いま す 。 ま た 社内 イン トラ ネッ ト を 通じ て 知 財 情 報 の 共有 を 推進 す 
る こと で 、 第 三 者 の 知 的 財産 権 侵害 を 未然 に 防ぐ と と も に 目 社 の 知 的 財産 権 の 適切 な 管理 を 実施 し て いま す 。 

さら に 知 的 財産 権 部 が 各部 門 と 連携 し て 事業 戦略 に 即 し た 知 財 戦 略 を 策定 ・ 実 行 す る こと に より 、 グ ルー プ 全 体 で 知 的 財産 権 を 積 
極 的 か つ 戦 略 的 に 取得 活用 し て いく 取り 組み が 進め られ て いま す 。 ま た 、 ブ ラン ド の 維持 ・ 向 上 の た め に 模 信 品 対策 な ども 実施 し て 
いま す 。 遊技 機 事 業 で は 、 研 究 開発 の 段階 ご と に 技術 調査 な ど を 実施 し 、 徹 底 し た リス クア セス メン ト を 行っ て いま す 。 ま た 管理 
職 、 新 人 社員 、 開 発 者 な どの 階層 に 応じ た 知 財 研修 制度 や 、 社 内 イン トラ ネッ ト に よる 定期 的 な 知 財 情 報 の 発信 な ど 、 多 様 な 啓蒙 環 
境 を 設け て 知 財 意 識 の 向上 を 図っ て いま す 。 

さら に 技術 分 野 ご と に 戦略 的 な 知 財 ポー ト フ ォ リ オ を 構築 し 、 効 果 的 な 知 財 活用 を 推進 し て いま す 。 


思 情報 セキ ュ リ ティ 

セガ サミ ー グ ルー プ で は 、 お 客 さ ま の 情報 を は じ め 、 経 営 情報 や 営業 情報 な どす べ て の 情報 を 重要 な 財産 と 捉え 、「 グ ルー プ 情 報 
管理 に 関す る 方 針 ]、「 グ ルー プ IT セ キュ リティ に 関す る 方 針 ] 、「 グ ルー プ 個 人 情報 保護 に 関す る 方 針 ] 、「 情 報 管理 規程 ] な ど を 定 
め て いま す 。 ま た 、 グ ルー ブ プ 各 社 の 担当 者 に よる 情報 共有 の 場 を 設け 、 グ ルー プ 全 体 で の 取り 組み を 一 層 強 化す る た め の 施 策 を 話し 
合う な ど 、 情 報 管理 体制 の 強化 に 向け た 取り 組み を 進め て いき ます 。 

個人 情報 に つい て は 、「 グ ルー プ 個 人 情報 保護 に 関す る 方 針 ] に 基づき 各社 で 「 プ ライ バシ ー ポ リ シ ー」 を 定め 、 お 客 さ ま の 個人 
情報 の 適切 な 管理 や 運用 に 始ま り 、 不 正 ア クセ ス や 紛失 、 改 ざん お よび 漏洩 な ど を 防止 する 対策 を 講じ て いま す 。 な お 、 セ ガ グ ルー 
プ の サー ビス が ー つ の ID で 簡単 ・ 便 利 に 楽し め る 「SEGA ID] に 関す る 個人 情報 は セガ ホー ルディ ング ス の 管理 下 に あり 、 同 社 は 
プラ イ パ シ ー マ ー ク (マー ク ) を 取得 し て いま す 。 





グル ー プ が 掲げ る 4 つの 取り 組み テー マ に 対し 、 課 題 を 設定 し 、 活 動 の 進捗 ・ 実 績 の 管理 を 行っ て いま す 。2018 年 度 は 、Road 
to 2020 に 進 する と と も に 、 グ ルー プシ ナジ ー の 一 層 の 拡大 と 効率 化 を 目指 し 、2018 年 8 月 の オフ ィ ス 統合 お よび 働き 方 改革 の 
推進 を 行い まし た 。 社 員 の 多様 な 働き 方 が 可能 と な り 、 環 境 面 も 考慮 し た 効率 的 な オフ ィ ス 環境 を 整え る こと で 、 グ ルー プ の 中 長期 
的 成長 や ステ ー ク ホル ダー の 皆さま の 期待 に 応え て いき ます 。 

また 、2019 年 度 よ り 、SDGs へ の 取り 組み を グル ー プ 全体 で 強化 し 、 ブ ルー プ 宇 要 各 社 で 計画 を 策定 し PDCA サ イク ル 作 り を 進 
め て いき ます 。 
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時 セガ サミ ー グ ルー プ 「4 つ の 取り 組み テー マ 」 の 主 な 課題 と 活動 実績 


取り 組み 
テー マ 


事業 を 
通じ た 貢献 


社会 頁 献 


環境 対応 


事業 を 活か し た 
社会 課題 の 解決 


舌 全 与え る 
マイ ナス 影響 の 軽減 


安心 ・ 安 全 で 楽し い 
製品 ・ サ ービス の 提供 


災害 復旧 ・ 復 興 支援 
活動 や グル ー プ 全体 の 
活動 を 通じ た 社会 真 献 


地域 社会 へ の 貢献 


事業 活動 か ら 発生 
する 環境 負荷 の 軽減 


地球 環境 資源 へ の 
配慮 


コー ポレ ー ト ・ 
ガバ ナン ス お よび 
コンプライアンス の 
強化 


CS 意識 浸透 ・ 
CSR 経 営 の 推進 


取り 組み 


グル ー プ コン テン ツ を 活 
か し た イベ ント ・ 製 品 の 
提供 


依存 症 対 策 


業界 団体 標準 等 に 準拠 
し た 安全 大 準 の 遵守 


不正 防止 対策 
製品 や サー ビス の 安心 ・ 


安全 の 提供 、 
並び に 適正 な 情報 開示 


サポ ー ト 体制 の さら な る 
充実 


その 他 グ ルー プ 全 体 で の 
社会 貢献 お よび 文化 等 
へ の 発展 支援 


地域 の スポ ー ツ イベ ント 
参画 や 支援 な ど 


環境 配慮 型 製品 開発 ・ 
販売 の 推進 


2018 年 度 の 進捗 ・ 実 績 


・ グ ルー プ 役 員 向 け SDGs 研 修 お よび 1 1 事業 会 社 で SDGs 推 進 計画 策定 
【 グ ルー プ 】 
・ 共 遊 玩具 の 開発 ・ 製 造 ・ 販 売 【TOYS】 
・ ド ライ ブシ ミュ レー ター【SLS】 
・ 豊 か な シニア ライ フ の た め の 趣 味 ・ 交 流 機会 づく り ( シ ュ ミ カツ ! ) 【SGC】 
・ 隊 が い 者 ・ 健 常 者 が と も に 楽し め る e-sports【SGC】 
・ プ ログ ラミ ング 授業 の 体験 【SE、TOYS】 
・NPO と の 協 働 で 玩具 を 寄贈 【SSHD、TOYS】 
・ ゲ ー ム 出前 教室 【SIC】 


・ 京 都 大 学 と の 共同 研究 


・ 業 界 団体 の 基準 等 に 準拠 し た 安全 基準 【E、 遊 、TOYS】 
・ 業 界 団体 を 通じ た 適度 な 遊技 環境 の 推進 【 遊 、SE】 


・ 不正 防止 【 施 】 


・ 対象 各国 の 法令 、 業 界 暴 準 等 に 則 し 、 そ れ を 上 回 る 自主 大 準 の 設置 、 製 品 表 
示 な ど に よる 情報 開示 を 含む 品質 保証 【E、 遊 、TOYS】 

・ 青 少年 保護 対策 【SE】 

・ 正 確 で 適切 な 製品 表示 【E、 遊 、TOYS】 


・ お 客 さ ま サ ポー ト 体 制 の 充実 【E、 遊 、TOYS】 


・ グ ルー プ 新 入社 員 研 修 の 一 環 と し て 被災 地 へ 派遣 (12 社 、202 名 ) 【 ブ ルー プ 】 
・ コ ン テ ン ツ を 活か し た 被災 地 復興 支援 イベ ント を 開催 (6 回 ) 【 グ ルー プ 】 
・ 宮 城 県 七ヶ浜 町 と 地方 創 生 に 係る 包括 的 連携 協定 【SSHD】 


・ セ ガサ ミー 文化 芸術 財団 設立 、「TOKYO JAZZ]| な ど 芸 術 活動 へ の 協賛 
【SSHD】 

・「 絵 本 を 届け る 運動 ] (321 國 ) (発展 途上 国 の エン タテ イン メン ト 環 境 整備 ) 
【 グ ルー プ 】 

・ 玩 具 寄 贈 な ど 【SSHD、TOYS】 


・ [ジュ ニア スポ ー ツ フェ ステ ィ バ ル | 並び に 野球 教室 の 開催 【SSHD】 
・ マ ラ ソ ン 大 会 協賛 【 遊 】、 街 並み 清掃 活動 【SHD】 
・ 子 ども 食堂 へ の 支援 【SSHD、PSR】 


・ 低 消費 電力 製品 の 開発 ・ 提 供 点数 の 増加 【E】 
・ エ コ ば ちん この 開発 、 製 品 化 へ の 展開 【 遊 】 


※ 賠 称 は 、P.02 参照 


主 な 
掲載 ペー ジ 





3R (特に リサ イク ル ) の 
推進 


環境 保全 活動 の 推進 


コー ポレ ー ト ・ 

ガバ ナン ス 強 化 

(働き が い ・ 多 様 性 の 向上 
と 不平 等 の 排除 含む ) 


コン プラ イア ンス 強化 


経営 者 か ら の 継続 的 な 
メッ セー ジ 発 信 に よる 
グル ー プ ミッ ショ ン の 
浸透 


CSR 情 報 の 把握 と 共有 


・ 下 取 機 リサ イク ル 95.00% 達 成 【 遊 】 
・ 廃 棄 物 有価 リサ イク ル (川越 工場 勤務 者 に よる 分 別 活動 ) の 実施 【 遊 】 
・AM (アミューズ メン ト ) 機器 の 手 分 解 に よる 100% リ サイ クル を 実施 【SLS】 


・ 年 次 サプライ ヤー ミー ティ ング で の 環境 規制 等 の 情報 を 配信 【E】 


・ グ リー ン 電 力 証 書 の 購入 (100 万 kW 実績 / 年 ) 【SHD】 
・ 横 浜 市 風力 発電 事業 「Y( ヨ コ ハ マ ) - グ リー ン パ ー ト ナー」 へ の 協 理 
(グリ ー ン 電力 証書 2018 年 実績 : 212.848kWh) 【SHD】 
・ 主 要 グ ルー プ 会 社 15 社 の 環境 負荷 数 値 把握 体制 の 整備 【SSHD】 
・ 森 林 里 親 契約 「 セ ガ の 森 ] 整備 に よる CO> 吸 収量 が 長野 県 か ら 評価 【SHD】 
・ シ ー ガ イア 敷地 内 の 黒松 (250m) の 管理 ・ 保 護 ・ 育 成 【PSR】 


・ ガ バナ ンス コー ド 対 応 、 独 立論 問 委員 会 ・ 
修 等 【SSHD】 

・ グ ルー プ ミ ッ シ ョ ン 、 行 動 規 範 の 浸透 状況 を 取締 役 会 に 報告 [SSHD】 

・ 働 き 方 改革 推進 【[ グ ルー プ 】 

・ LGBT 支援 制度 導入 、 東 京 レ エン ボー プラ イド に 協賛 【( グ ルー プ 】 

・ セ ガサ ミー カレ ッ ジ 開校 【[ グ ルー プ 】 


経 避 戦略 委員 会 運営 、SSHD 役 員 研 


・ グ ルー プ 役 員 コ ンプ ライ アン ス 研 修 (3 回 、151 名 ) 【[ ブ グル ー プ 】 

・ 企 業 備 理 ホッ トラ イン の 設置 に よる 使い や すい 通報 制度 の 構築 【[ ブ グループ 】 

・2019 年 度 グ ルー プ 24 社 を 対象 と し た 統一 的 コン プラ イア ンス 研修 (= ラー 
ニン グ 導 入 済み ) 


・ グ ルー プ 社 員 向 け CSR 研 修 の 実施 (25 回 、7 社 、898 名 ) 【SSHD】 

・ グ ルー プ ミ ッ シ ョ ン を グル ー プ イン トラ ネッ ト に 掲示 、 社員 手帳 冊子 に も 掲 
載 し 社員 刻 発 を 促進 【 ブ ループ 】 

・ CSR コ ミュ ニケ ーション レポ ー ト を 発行 し グル ー プ 正社員 、 アル バイ ト 等 
10.107 國 を 配布 【[ グ ルー プ 】 

・ 経 営 ト ッ プ か ら 、 社会 情勢 や 事業 発表 と と も に 、 現実 に 胎 し た 形 で 社員 に 
分 か りや すく 経営 理念 の 意味 と 実践 に つい て メッ セー ジ を 配信 (年 3 回 ) 
【 グ ルー プ 】 

・[ 国 連 グ ロー バル ・ コ ン パ クト 」 へ の 参画 【SSHD】 


・ グ ルー プ 会 社 CSR 担 当 者 向け 情報 媒体 (新聞 、 雑誌 等 ) を 通し た CSR 情 報 の 収 
集 と グル ー プ 各社 へ の 提供 (随時) 【SSHD】 
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